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本会以外の学会およ
び研究会・委員会か
らのご案内を掲載し
ます．

ご案内

シンポジウム：九州北部豪雨の
教訓と地域防災力

【趣旨】　本年７月の九州北部豪雨によって，
福岡県，大分県等に甚大な被害が発生し，死
者・行方不明者は40名を超えました．記録的
な短時間での降雨のため，避難も至難であっ
たといわれています．本シンポジウムでは，
国土交通省の担当官に基調講演をいただき，
九州北部豪雨の教訓を踏まえたコミュニティ
や企業による地域防災力の強化や地区防災計
画制度の在り方について考えます．

日 時　2017年11月23日（ 木・ 祝 ）　13:00～
16:30
場所　福岡大学文系センター棟4階第4会議室
http://www.fukuoka-u.ac.jp/aboutus/
facilities/map.html
主催　地区防災計画学会，福岡大学福岡・東
アジア・地域共生研究所，情報通信学会災害
情報法研究会
対象　地域防災力の強化に興味のある方（参
加費無料）　

【基調講演】
安部宏紀（�国土交通省九州地方整備局総括防

災調整官）
【シンポジスト・コメンテーター】
室﨑益輝（�神戸大学名誉教授（地区防災計画

学会会長））
矢守克也（�京都大学防災研究所教授（地区防

災計画学会副会長））
尾方義人（�九州大学芸術工学研究院准教授）
林　秀弥（�名古屋大学大学院法学研究科教

授）
井上禎男（�琉球大学法科大学院教授）
田中健一（�兵庫県庁広域防災センター防災教

育専門員）
金　思穎（�日本学術振興会特別研究員（DC2・

専修大学））
【モデレーター】
西澤雅道（�福岡大学法学部准教授（内閣府よ

り派遣））

参加費無料
※詳細・申込は地区防災計画学会HPから
http ://www.gakka i . ch iku -bousa i . jp/
ev171123.html

火山災害軽減のための方策に
関する国際ワークショップ2017

―火山監視と防災―

　火山災害軽減この百年、日本は大噴火を経
験してこなかった。ひとたび大噴火が発生し
た場合には、民学官が一体となった防災対応
が要求される。国内外の事例をもとに、我が
国の火山監視・防災体制のあり方について議
論する。
主催：防災科学技術研究所・山梨県富士山科
学研究所
後援：日本火山学会・富士山火山防災対策協
議会
日程：2017年11月22日（水）9:30 〜 16:30
会場：都道府県会館（〒102-0093 東京都千
代田区平河町2-6-3）
参加費無料・事前申込不要・同時通訳付

【第１部】日本の火山監視と防災の現状：国
内外の事例から
講演1「火山監視とリスク評価の複雑な相互
作用：イタリアでの事例」Augusto Neri（イ
タリア国立地球物理学火山学研究所）
講演2「ニュージーランドにおける火山監視
と防災（仮）」Gill Jolly（ニュージーランド
GNSサイエンス）
講演3「日本の火山監視· 防災における大学の
観測及び研究者の役割：桜島及び口永良部島
噴火」井口正人（京都大学防災研究所）
講演4「アメリカの火山防災から学ぶこと」
中田節也（防災科学技術研究所火山研究推進
センター）
講演5「イタリアにおける火山防災と危機管
理（仮）」Domenico Mangione（イタリア国
家市民保護局）
講演6「日本の火山防災」廣瀬昌由（内閣府
（防災担当））
【第２部】パネルディスカッション：日本の
火山監視と防災体制の課題
コーディネーター：藤井敏嗣（山梨県富士山
科学研究所 所長）
パネリスト：Augusto Neri（イタリア国立
地球物理学火山学研究所）・Gill Jolly（ニュ
ージーランドGNS サイエンス）・廣瀬昌由
（内閣府（防災担当））・野村竜一（気象庁地
震火山部）・石原和弘（NPO法人火山防災推
進機構）

お問い合わせ先：
防災科学技術研究所火山防災研究部門 
TEL 029-863-7537｜FAX 029-851-5658
E-mail kazan-ws2017@bosai.go.jp
山梨県富士山科学研究所広報・交流担当 
TEL 0555-72-6201｜FAX 0555-72-6204
E-mail kouryu@mfri.pref.yamanashi.jp

火山噴火国際シンポジウム
2017：火山噴火と防災対応

　大噴火が発生した場合、住民・研究者・防
災担当者が一体となった対応が不可欠です。
ここでは、国内外の事例をもとに火山災害の
軽減策を考えます。皆様のご参加をお待ちし
ております。

主催：山梨県富士山科学研究所 国際シンポ
ジウム2017実行委員会
後援：日本火山学会・富士山火山防災対策協
議会
日程：2017年11月24日（金）10:00 〜 16:00
会場：ホテル談露館（〒400-0031 山梨県甲
府市丸の内1-19-16）
参加費無料・事前申込不要・同時通訳付

【第１部】火山噴火と防災対応：国内外の噴
火事例から
講演1「イタリアの火山研究の現状（仮）」
Augusto Neri（イタリア国立地球物理学火
山学研究所）
講演2「2010 年ムラピ火山噴火の教訓と噴火
災害軽減策」Subandriyo（インドネシア地
質災害研究センター）
講演3「ニュージーランドの火山噴火事例と
防災対応策（仮）」Gill Jolly（ニュージーラ
ンドGNS サイエンス）
講演4「火山噴火災害軽減のための研究にお
ける大学の役割」Ade Anggraini（インドネ
シア　ガジャ・マダ大学）
講演5「イタリアの火山噴火の防災対応策
（仮）」Domenico Mangione（イタリア国家
市民保護局）
講演6「日本の火山情報発信（仮）」宮村淳一
（気象庁 地震火山部火山課）
【第２部】パネルディスカッション：各国の
事例から富士山が学ぶこと
コーディネーター 藤井敏嗣（山梨県富士山
科学研究所 所長）
パネリスト 山梨県防災局担当者・Augusto 
Neri（イタリア国立地球物理学火山学研究
所）・Domenico Mangione（イタリア国家市
民保護局）・Gill Jolly（ニュージーランド　
GNS サイエンス）・Subandriyo（インドネシ
ア地質災害研究センター）・Ade Anggraini
（インドネシア　ガジャ・マダ大学）・宮村淳
一（気象庁 地震火山部火山課）

お問い合わせ先：
防災科学技術研究所火山防災研究部門 
TEL 029-863-7537｜FAX 029-851-5658
E-mail kazan-ws2017@bosai.go.jp
山梨県富士山科学研究所広報・交流担当 
TEL 0555-72-6201｜FAX 0555-72-6204
E-mail kouryu@mfri.pref.yamanashi.jp
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教員・職員公募等の求人ニュ
ース原稿につきましては，採
用結果をお知らせいただけま
すようお願い致します．

公募

北海道大学理学研究院地球惑星
科学部門地球惑星システム科学
分野研究者（テニュアトラック

助教）の公募

1. 研究分野：地球化学，理学研究院が有する
同位体顕微鏡を活用する太陽系の起源と進化
の研究 
2. 募集部局：理学研究院地球惑星科学部門地
球惑星システム科学分野 
3. 人員：1名 
4. 応募資格：
 ・	博士号取得後10年以内または同程度の研

究経歴を有する若手研究者であること
（PhDなど外国での同等の学位を含む） 

 ・	公募締切時点で40歳未満であること 
 ・	英語に堪能で英語による講義・研究指導が

できること 
 ・	遅くとも2018年3月1日までに着任できる

こと 
　北海道大学では，多様な人材による教育・
研究活動の推進，男女共同参画推進に努めて
おり，女性の積極的な応募を歓迎します． 
6. 提出書類：
テニュアトラック教員応募用紙（WEB参照）
/履歴書 （写真貼付）：生年月日，国籍，現住
所，連絡先と電話番号，電子メールアドレ
ス，学歴（大学卒業以降），学位，資格，職
歴等 内外の学会活動，受賞歴，参加してい
るプロジェクト研究歴，各種研究費受領歴な
ども記載すること /業績リスト（査読有り無
しに分ける） /代表論文の別刷またはコピー
5編程度 /これまでの研究の概要（2000字程
度） /研究・教育に関する抱負（2000字程度） 
/その他（外部資金獲得歴，受賞歴，国際学
会発表等） /所見を求め得る方2名の氏名と連
絡先 
　テニュアトラック教員応募用紙に必要事項
を記入の上，提出書類一式といっしょにご提
出ください． 
7. 公募締切：2017年11月14日（火）必着(応
募書類は郵送のみ) 
8. 選考スケジュール（予定）：
9. 採用予定時期：2018年3月1日までに着任で
きることが必須 
10. 応募書類提出先 ＊応募書類は郵送 
〒001-0021 札幌市北区北２１条西１０丁目 
北海道大学 創成研究機構 
研究人材育成推進室 “L-Station” 
11. 問い合わせ先 

［本公募に関する問い合わせ先］

北海道大学 創成研究機構 
研究人材育成推進室 “L-Station” 
TEL: 011-706-9181, 9283 FAX: 011-706-9272 
Email: tti-opencall@cris.hokudai.ac.jp 
URL: https://tenure-track.cris.hokudai.ac.jp/ 

日本地質学会に寄せられ
た候補者の募集・推薦依
頼等をご案内いたしま
す．

各賞・
研究助成

平成30年度東京大学大気海洋研
究所共同利用・学際連携研究公募

◆応募資格：国・公・私立大学および公的研
究機関で海洋科学に関する研究を行う研究者
ならびにこれに準ずる者
◆共同利用研究
1．大気海洋研究所（柏地区）

（１）外来研究員：所外の研究者が本所に滞
在して研究を行う便宜を提供します．

（２）研究集会：1 〜 2日間のシンポジウム．
大気海洋研究所（柏地区）での開催を原則と
します．
2．国際沿岸海洋研究センター

（１）外来研究員：センターに滞在して研究
を行う便宜を提供します．

（２）研究集会：1 〜 2日間のシンポジウム．
震災のため開催場所は大気海洋研究所（柏地
区）での開催を原則としますが，大槌周辺で
の開催も可能とします．
◆学際連携研究

（１）特定共同研究
（２）一般共同研究
◆申込期限：平成29年11月30日（木）必着
公募要領および各申込書類は研究所ホームペ
ージに掲載されています．
http://www.aori.u-tokyo.ac.jp/
東京大学大気海洋研究所
〒277-8564 千葉県柏市柏の葉5-1-5
電話 04-7136-6006（代表）　FAX 04-7136-6039
国際沿岸海洋研究センター
〒028-1102　 岩 手 県 上 閉 伊 郡 大 槌 町 赤 浜
2-106-1

第59回藤原賞受賞候補者
推薦依頼

推薦の対象：自然科学分野に属するものとし
ます．

受賞候補者：日本の国籍があり，且つ日本在
住の方であれば，ほかに賞を受けられた方で
も，また以前に推薦された方でも結構です．
＊受賞候補者には必ず所属組織・研究機関の

長又は相当する学識者の推薦が必要です．
（受賞候補者は原則として受賞対象題目1件に
つき1人とします．）

推薦要項書：必要事項を記入してお送り下さ
い．なお参考資料として，受賞候補者の受賞
対象題目と関係する主要論文テーマ（10 篇
以内）のリストおよび主要論文3 篇以内の別
刷（コピーでも可）を各1 部ずつ，同封して
お送り下さい．この資料はご返却いたしませ
んのでご了承願います．

選考：5 つの分科（①数学・物理，②化学，
③工学，④生物・農学，⑤医学）に分けて行
いますので，推薦要項書1・2ページ上段の希
望分科欄に推薦者が考えた希望の分科を○印
で囲んでください．ただし，決定は選考委員
会が行います．

受賞者の決定：2018年5月中旬とし，贈呈式
は2018年6月15日（金）に行います．

推薦要項書提出締切日 ：2017年12月20日（水）
（学会締切：11月20日（月））

推薦要項書送り先： 〒104-0061 東京都中央
区銀座3丁目7番12号
公益財団法人　藤原科学財団 TEL (03) 3561-
7736　FAX (03) 3561-7860
募集要項書等，詳しくは，http://www.fujizai.
or.jp

山田科学振興財団2018年度
研究援助候補推薦

援助の趣旨：
1）萌芽的・独創的研究
2）新規研究グループで実施される研究
3）学際性，国際性の観点からみて優れた研究
4）国際協力研究
応募資格：当該研究を独立して実施し得る者．
本の研究機関に所属する研究者であれば身
分，経歴，年齢等は問いません．
援助対象：2018年9月〜 2020年3月の研究
助成金額：1件あたり100 〜 500万円，総額
3,000万円
応募締切：2018年2月23日（金）（必着）

推薦方法：学会推薦
※学会推薦（推薦件数3件）となりますので，
推薦希望の方は，2018年1月29日（月）までに
学会事務局までに必要書類をそろえて，お申
し出下さい．

問い合わせ先
公益財団法人　山田科学振興財団
〒544-8666　大阪市生野区巽西1丁目8番1号
電話　大阪(06)6758-3745（代表）
http://www.yamadazaidan.jp
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C A L E N DAR
2017.10～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，
（協）協賛．

2017年
■10月　October

（後）第 4 回Slope tectonics 2017
10月14日（土）～18日（水）
場所：京都大学宇治キャンパス黄檗プラザ
http ://www.slope .dpri .kyoto-u .ac . jp/
SlopeTectonics2017/st2017.html

（後）地球史研究所開設記念事業
10月14日（土）〜 15日（日）
主催：NPO法人地球年代学ネットワーク
14日（土）10:00 〜 16:00
オープニング・フェスタ
場所：赤磐市吉井会館（赤磐市周匝136-1）
および周辺施設
参加費：無料
15日（日）10:00 〜 20:30
会場：岡山国際交流センター（岡山市北区奉
還町2丁目2-1）
記念国際会議
http://jgnet.org/event20171014_1/

○第15回男女共同参画学協会連絡会
シンポジウム
10月14日（土）10:00 〜 17:00
場所：東京大学本郷キャンパス
http://www.djrenrakukai.org/symposium1.
html

○テクノブリッジフェア2017 in つくば
10月19日（木）〜 20日（金）9:30 〜 17:00
場所：産業技術総合研究所つくばセンター
http://technobridge.aist.go.jp

（ 共 ） 第15回 国 際 放 散 虫 研 究 集 会
（15th InterRad）
10月23日（月）～27日（金）（研究集会）
　　20日（金）～22日（日）（プレ巡検）
　　22日（日）サイエンスカフェ
　　28日（土）～31日（火）（ポスト巡検）
場所：新潟大学など
http://interrad2017.random-walk.org/

○IGCP608 Asia-Pacific Cretaceous 
Ecosystems第 5 回国際研究集会
10月26日（木）～27日（金）
場所：韓国済州島
http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/

■11月　November
○第71回日本人類学会大会
11月3日（金）〜 5日（日）
会場：東京大学本郷キャンパス
http://anthrop-meeting.sakura.ne.jp/

○16th Gondwana International 
Conference/ IAGR 2017 Annual 
Convention/ 14th International 
Conference on Gondwana to Asia
タイ・バンコク，11月12日（日）〜 17日（金）
プレ巡検：10日（金）〜12日（日），ミド巡検：
15日（水），ポスト巡検：18日（土）〜20日（月）
http://www.dmr.go.th

○火山災害軽減のための方策に関す
る国際ワークショップ2017
―火山監視と防災―
11月22日（水）9:30 〜 16:30
会場：都道府県会館（東京都千代田区平河町）
http://www.mfri.pref.yamanashi.jp/

○シンポジウム：九州北部豪雨の教
訓と地域防災力
11月23日（木・祝）13:00 〜 16:30
主催：地区防災計画学会ほか
場所：福岡大学文系センター棟4階第4会議室
対象：地域防災力の強化に興味のある方（参
加費無料）
http://gakkai.chiku-bousai.jp/ev171123.html

○火山噴火国際シンポジウム2017：
火山噴火と防災対応
11月24日（金）10:00 〜 16:00
会場：ホテル談露館（山梨県甲府市丸の内）
http://www.mfri.pref.yamanashi.jp/

★関東支部：八丈島地熱巡検
11月24日（金）〜 25日（土）
募集人数：12 〜 20人
費用：25,000円程度
申込期限：10月31日（先着順）
http://kanto.geosociety.jp

○防災推進国民大会2017
11月26日（日）〜 27日（月）
会場：仙台国際センター（仙台市青葉区青葉
山）
http://bosai-kokutai.jp/

■12月　December
（協）第33ゼオライト研究発表会
11月30日（木）〜 12月1日（金）
会場：長良川国際会議場
https://jza-online.org/events

（共）第27回環境地質学シンポジウム
12月1日（金）〜 2日（土）
会場：日本大学文理学部
http://www.jspmug.org/

○地質学史懇話会
12月23日（土）13:30 〜 17:00
場所：北とぴあ8階803号室（東京都北区王
子）
 ・	平田大二「日本の自然史系博物館を考え
る」
 ・	藤岡換太郎「相模湾の散策：日本の三大深
海湾の謎を探る」

2018年
■3 月　March
○第1回文化地質研究会 総会・研究
発表会
2018年3月10日（土）〜 11日（日）
場所：大谷大学（京都市北区）
講演要旨締切：12月31日
https://sites.google.com/site/bunkageology/

　　　　　　　第 8回惑星地球フォトコンテスト：優秀賞「奇妙な宇宙（SORA）」

写真：渡辺昌也（和歌山県）
撮影場所：和歌山県東牟婁郡古座川町池野山
地質的背景：奇岩「鬼の虫喰岩」の表面には，タフォニと呼ばれる奇妙な侵食構造がみられます．タフォニが描く幾何学模様は，
夜空の神秘と調和し，無限の空間的広がりを感じさせます．その母岩は，長さ 20km，幅数 100mに及ぶ火山砕屑岩からなり，太
古の巨大カルデラが侵食され，マグマの通路が露出したものと考えられています．すなわち，時空を大きく飛び越え，今ここに存
在する宇宙（SORA）が，この一枚には映し出されているのです．（電力中央研究所：三浦大助）
※審査委員長の講評などは，学会HP「地質フォト」をご参照ください．

表紙紹介
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紹　介

地球はもう温暖化していない
―科学と政治の大転換へ―

深井　有

平凡社新書，2015年10月発行，247ペー
ジ，ISBN-9784582857917，
定価820円（税別）

　ここ十数年，日本では地球温暖化防止と
CO2削減の国民一丸のキャンペーンが激し
い．私は2009年に本欄で「地球温暖化論に騙
されるな」（丸山茂徳）を紹介し，その後内
容を補充し，文献表を加えた英語版を米国で
出版した．その日本語版は2015年に出版され
たが（東信堂），IPCC第5次報告書（2013-
2014）や，2008年以降の重要な研究成果はご
く一部しか取り入れることは出来なかった．
本書は，この丸山本と基本的に同じスタンス
の内容を持っているが，IPCC第5次報告書と
2015年までの多数の文献を引用して最新の研
究成果を踏まえた議論を示しており，地球温
暖化論争の理解に大きく役立つ書となってい
る．
　本書では，まず巻頭に決定的なカラー口絵
3枚が示されている．口絵１は衛星観測によ
り，1982年～2000年の間に地球の植生被覆率
がほぼ全域にわたって増加していること，口
絵２は多数の気候モデルによる地球の平均気
温変化と，実測値との乖離が2000年以降年々
大きくなっていること，口絵３は太陽活動の
衰退により，CO2量が増え続けても，2020年

ころからは温暖化でなく寒冷化が進むと予測
されることを示している．まえがきでは，上
の口絵を効果的に参照して，本書の訴える重
要なポイントが下記の5項目にまとめられて
いる．
１．IPCCの気候モデルとCO2温暖化論の破
綻は明らかであり，IPCC第5次報告書の本文
ではそのことへの認識が記述されているにも
かかわらず，同報告書の政策決定者向け要約
では，そのことに触れず，破綻している気候
モデルによってCO2温暖化進行の脅威を一層
強調している．２．そのような虚構のCO2温
暖化対策のために，日本政府は巨額の無駄遣
いをしており，国民の逸失利益は一人当たり
年間20万円にもなる．３．CO2の増加は地球
の植生増加をもたらすし，地球温暖化も同様
で，歴史的にも人類繁栄の時期と一致してい
る．つまり地球環境にとって脅威でなく，歓
迎されることなのである．４．気候変動を支
配しているに違いない太陽活動は200年ぶり
の急激な変化を見せ，今後数十年から100年
にわたって弱まり，小氷河期の到来を予測さ
せている．つまり寒冷化が間違いなくやって
くると予測されるので，人類はそれに備えね
ばならない．５．欧米ではCO2温暖化論への
批判意見がメディアに度々とりあげられ，地
球温暖化対策，CO2削減政策が学会や政府レ
ベルで見直されつつある．しかし一方日本で
は，政府・メディアが一体となって世論をつ
くり，反論を許さない社会風潮となってい
る．そして，このことについては，とりわけ
ジャーナリストの責任の重さが指摘される．
　本文では以下の4章16節，20項目にわたっ
て上の指摘について裏付けとなるデータ・文
献を示して詳しい説明がなされている．

第1章　CO2温暖化論が破綻するまで
１．変わりつつある「地球温暖化」（日本の
常識は世界の非常識／聞こえてきた寒冷化の
足音），２．温暖化とCO2は関係ない？（気
温は18年前から頭打ち／過去の気温変化は
CO2と無関係），３．IPCCは何をしてきたか
（IPCCの見解の変遷／現実との乖離は進む），
４．IPCC第5次報告書を読み直す（気候モデ
ルへの過信／大きすぎる気候感度／気候モデ
ルの弱点①水蒸気の作用／気候モデルの弱点
②雲の作用／隠された根本的欠陥），5．気温
データは正しいのか（クライメートゲート事
件／流出メールから読み取れること），６．
俗説を排すために．

第2章　太陽が主役，新しい気候変動の科学
１．地球の平均気温を正しく知ろう（体験的
温暖化は都市化によるもの／本当に信頼でき
るのは海水温と衛星測定），２．地球気温の
温故知新（古気候学から学ぶ小氷河期の気
候），３．地球を知るために太陽を知ろう
（太陽のかたち／太陽風と太陽磁場／宇宙線
の振る舞い／今後の太陽活動はどうなるの
か），４．太陽はこうして気候を決めている
（太陽活動と気候の密接な関係／気候と銀河

系との関わり／雲はどのようにできるのか），
５．太陽は200年ぶりの大変身―気温は頭打
ちから寒冷化へ （過去160年の気温変化を解
析する／今後100年の気温を予測する）．

第3章　あまりに政治化された「地球温暖化」
１．政治化された経緯をたどる（IPCCは
CO2による温暖化前提の組織／京都議定書の
もたらしたもの―エスカレートする途上国の
主張），２．「地球温暖化」政策の背景（「地
球温暖化問題」は国連が作り出した／金儲け
の種にされた「地球温暖化」問題／世界の意
識調査から見る「地球温暖化」），３．物理学
者が見る「地球温暖化」問題（米国に見る物
理学者の行動）．

第4章今後とるべき政策を考える
１．国内政策（CO2を減らすより，利用する
ことを考えよう／エネルギー問題を考え直す
／温暖化対策一辺倒をやめよう／「地球温暖
化教育」を改めよう），２．外交政策（リオ
宣言から逸脱した気候変動枠組条約／温暖化
外交戦略は「守り」に徹すべし／「地球温暖
化」対策からエネルギー対策へ），３．これ
からとるべき道（地球環境とエネルギー問題
の現状／生き残るために）．
付録１．「気候感度と温室効果」は簡単な用
語の解説である．付録２．「気候科学の半世
紀」では，地球環境に関する観測の歴史を概
観し，CO2長期測定の重要性を示したC.D.キ
ーリングと，気候変動のコンピュータ解析を
主導した真鍋淑朗の足跡と人となりを紹介し
ている．
「あとがき」では，地球環境研究・行政・世
論が「地球温暖化防止」一本鎗のような状況
について，田原総一郎と半藤一利の言葉を引
用して戦前の「国民一丸」の状況に見えると
述べている．
「引用文献」では，2015年までの180ほどの文
献等が，章・節ごとにまとめられている．

　著者は中央大学名誉教授，理学博士，金属
物理学，とくに金属―水素系の物性と材料科
学専攻，著書に拡散現象の物理（朝倉書店），
気候変動とエネルギー問題（中公新書）その
他がある．気候学・気象学の専門家ではない
が，専門外の広範な文献を最近のものまで広
くわかりやすく引用・説明している．文献表
も最新のものまで良くそろっており，本文の
どの項目も説得力がある．地球温暖化論に関
心のある人や，政治家，関連の行政担当者ら
には必読の書であろう．

（吉田　勝）
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今井と和田が“本邦金石講究会規則”（明治12年）を「会主」
として呼びかけている貴重な資料が現存する．原本は（財）益
富地学会館の石橋隆氏が保有している．本会則の紹介は別途石
橋氏により実施される予定でありその発表が待たれる．

市川新松
　市川新松（1868−1941旧姓打方）は現在の福井県福井市に生
まれ，小学校を卒業後，その代用教員となり，刻苦努力して独
学を続け，三重県師範学校助教諭になった．師範学校在職中に
京都帝国大学の比企忠教授を訪ね，美しい鉱物に出会った．
1904年師範学校鉱物科教員の免許を取り，山梨県や和歌山県の
師範学校に勤務した後，郷里に戻って，鉱物の研究を進めた．
自宅を整備し，市川鉱物研究室と称して研究を続けた．当時，
東京大学鉱物学教室の神保小虎教授と確執が生じ，今度は英語
やドイツ語も自修し，外国語で論文を書き，海外では高い評価
を得るようになった．水晶の研究が有名である．1933年に天覧
の光栄も浴したという．
　市川鉱物研究室は，長男の市川渡（1902−1986）らの整理の
努力をへて，その標本類は国の登録記念物に指定された．
　福井の人が福井に根をおろして研究を始める歴史も，作り始
められたことになる．

文献
葉賀七三男，1991，鉱業会百話⑪　岩佐巌.　『鉱業会百話

（上）』．
東京帝國大学編，『東京帝国大学五十年史』上冊，1932年.
川崎雅之・宮島宏　2013，市川新松と市川鉱物研究室．岩石鉱

物科学，42，34-40．

　日本の地質学の歴史を調べていると，話はどうしても東京や
京都などの都市中心になる．基本的には東京大学で地質学者が
育てられ，地質調査所で調査にはげみ，地質学会で議論すると
いう構図で，日本の地質学は始まったので，致し方がないのか
もしれない．ただ，目を凝らして見ていけば，いろいろな地方
の動きも見えてくる．福井県を一例として報告してみたい．

岩佐巌
　ドイツ・フライベルクにある鉱山学校は世界的に有名だが，
そこに入学した最初の日本人は原田豊吉（1861−1894）ではな
い．福井藩出身の岩佐巌（1852−1899）である．フライベルク
で調査した堀越叡氏（1932−2009）から，フライベルクでは今
井ウワオと表記されていたと伺っていた（堀越，私信）．岩佐
巌は福井藩の医師，岩佐家の出で，1860年代後半に今井に改姓
し，1880年ころ復姓した．福井藩は進取に富み，外国人技術者
の受け入れも，留学者数も全国で飛びぬけて多い．
　今井巌は，明治元年にできた医学校（のちの大学東校）に入
学したと思われる．東京帝国大学五十年史には明治初年の医学
校の動きがくわしく記されているが，最初の入学生については
記載がない．また，同じ岩佐家の岩佐純（1835−1912）が東京
医学校の制度化に大きく関わっていた．1870（明治3）年，今
井巌は医学生としてドイツ留学を命じられるが，フライベルク
鉱山学校で鉱山学を修めた．ドイツで青木周藏公使の勧めもあ
ったといわれているが，医学から地質学への転向は珍しい．
1877（明治10）年に帰国して，開学したばかりの東京大学の冶
金学とドイツ語の教授となる．明治14年には東京大学文学部教
授兼務となり，その後，住友の別子銅山に勤務した．岩佐の努
力は日本全体への寄与となっていった．

和田維四郎
　1870（明治3）年，明治政府は貢進生制度を設けた．福井藩
からは南部球吾（1855−1928）が選ばれた．東京開成学校卒業
後，明治8年文部省の第1回アメリカ留学生となりコロンビア大
学で鉱山学を学んだ．帰国後，三菱鉱山会社に入社し，三菱炭
鉱の基礎を作った．
　福井県小浜藩からは和田維四郎（1856−1920）が推薦された．
和田は，東京開成学校卒業後，明治10年の東京大学開学時には
地質学・金石学の助教となっている．
　貢進生で地質学者になったのは，小藤文次郎（1856−1935，
津和野藩），安東 清人（1854−1886，熊本藩），長谷川芳之助

（1856−1912　唐津藩），松井直吉（1857−1911　大垣藩）など
数名いる．長谷川，松井の二人も明治8年コロンビア大学に留
学して鉱山学を学んだが，長谷川は製鉄会社に就職し，松井は
最終的に化学者になった．

本邦金石講究会
　今井と和田は，ほぼ同郷で，鉱物が大好きで，東京大学で顔
を合わせており，一緒に行動していたこともあったようである．

矢島道子（日本大学文理学部）・浜崎健児（Ultra Trex㈱）

〜2018年日本地質学会創立125周年を記念して〜

トリビア学史　13　地方で生きる：福井県の場合

図　（左）岩佐巌．葉賀（1991）より　（右）市川新松．川崎ほか（2013）より
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　近年，研究者の国立公園など法的に保護された区域での試料
採取が問題になっています．日本地質学会でも2008年に理事会
名で『野外調査において心がけたいこと』を公表し，そのなか
で「史跡・名勝・天然記念物においては，文化庁や地元自治体
などへの必要な手続きなしには露頭をハンマーでたたいて岩石
試料を採取するなどの破壊を伴う調査はもちろん，転石の採取
もできません．やむを得ず研究上必要な場合は許可申請の手続
きを行い，必要最低限の採取に留めることが重要です．許可を
得ておくことによって，その成果を公表することも可能になり
ます．」と述べています．
　しかし残念ながら，最近このような呼びかけを全く無視する
ような行為が，筆者らが関係した露頭であったことを報告し，
地質学会会員に地質調査にあたって法令の遵守と常識ある行動
を訴えたいと思います．
　京都府福知山市三和町菟原下の林道沿いに露出する珪質泥岩
の露頭では，はじめに桑原ほか（1991）によりペルム紀最末期
の放散虫化石が報告され，後にYamakita et al.（1999）により
三畳紀最初期のコノドントが発見されたことで，ペルム紀-三
畳紀境界をまたぐ極めて重要な露頭であることが証明されまし
た．このことは京都府レッドデータブック（楠，2015）でも指
摘され，人為的破壊が進まないよう保存が求められました．こ
れらの指摘を受け，2016年8月24日に市の天然記念物に指定さ
れて保護が図られ，露頭の科学的意義を解説する説明板が今年
の2月27日に設置されました（写真1）．それにもかかわらず説
明板設置後，二回にわたって無断で露頭にペイントで数字等を
書き込み，試料採取を行ったと疑われる行為がありました（写
真2）．非常に残念なことです．露頭の地主さんをはじめ地域住
民からも研究者の常識を疑う声が上がっています．私たちはこ
の無許可の破壊行為に対し断固として抗議し，二度とこのよう
な勝手な行為が行われないよう求めます．
　地質学が広く市民に理解され受け入れられていくためにも，
私たち地質学に関わる者は，上記の『心がけたいこと』を一層
意識して野外調査にあたっていく必要があることを痛感しま
す．

文献
桑原希世子ほか, 1991, 地質雑，97, 1005-1008.
Yamakita et al., 1999, Jour. Geol. Soc. Japan, 105, 895-898.
楠　利夫，2015，京都府レッドデータブック第3巻，地形地質

自然生態系．224．

正会員　小滝篤夫・鈴木寿志

地質調査にあたって保護法令などの遵守を

写真1．天然記念物の解説看板下の「注意」は破壊行為後に設置

写真2．地層境界部に記入された文字
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★125周年記念事業実行委員会

「はじめての地質学」
と

「学会オリジナルクリアファイル」

　創立125周年である2018年のスタートまであと2か月足らずと
なりました．
　ニュース誌9月号から，「125委員会報告」の掲載を始めまし
た．前回は125周年事業の一覧とそれらの進捗状況についてご
説明しました．
　今月は，125周年記念事業で刊行した普及書である「はじめ
ての地質学」と惑星地球フォトコンテストの入選作品などを使
った「学会オリジナルクリアファイル」のご紹介です．

1.「はじめての地質学」
　125周年を記念して，
広く社会や市民に地質学
の面白さと重要性を理解
してもらうための普及書
を刊行しました．タイト
ルは「はじめての地質学
―日本の地層と岩石を調
べる」です．日本地質学
会編著で，ベレ出版から
9月に出版（四六版約250
頁　定価1728円（税込））
されました．
　本書は，もちろん書店
等で購入できますが，
125周年記念事業に対し，
個人会員では2口（1万
円）以上の拠金をしてい

ただいた方に1冊謹呈しております．ぜひ記念事業に拠金をし
ていただき，1冊受け取っていただければありがたく存じます．
　なお，本書は読み物としてのスタイルで出版しております．
ご家族や知人の方々に地質学の面白さをわかってもらうため
に，また企業・団体では地質学以外の専門分野の方々に地質学
を理解していただくために，ご活用ください．

2.　「学会オリジナルクリアファイル」
　惑星地球フォトコンテストでは，毎年素晴らしい写真が入選
しています．これらの写真を活用できないかと125周年記念事
業実行委員会で検討した結果，学会オリジナルのクリアファイ
ルを作成することになりました．
　クリアファイルの表裏に惑星地球フォトコンテストの入選写
真や富士山などの国内で撮影された美しい写真を配しました．
「日本の地質」を国内外に紹介するツールとしても活用できま
す．
　A4対応，両面フルカラーで3種類1セットとなっています．
定価は1セットで500円です．送料：1部～10部まで100円
　こんな綺麗なクリアファイルを使っていると，ご家族，知人，
仕事関係者から必ず注目されること請け合いです．お申し込み
は学会事務局まで．

委 員 会 だ よ り

台風18号によるプログラム中止となった講演要旨等の取り扱いについて

　愛媛大会では，2日目（9月17日）の全行事が台風の影響で中止になり，発表を予定されていた皆様にはたいへん残念
なことになりました．ただし，学生，院生の発表については，翌3日目（9月18日）に会場等の調整をし，発表していた
だくことができましたので，その点は良かったと思っております．
　つきましては，台風によりプログラムそのものが中止となった講演要旨の扱いについては，【今回に限り】以下の様
に取り扱うことにいたしましたので，なにとぞご了承ください．

１．講演要旨に対する著者のプライオリティ保護の見地からJ-STAGEに公開し，引用可能といたします．ただし，今
大会においては専門家による議論には供されておりませんので「台風によりプログラム中止」との文言を明記をいたし
ます．
２．今回未発表になったものと同じ発表を次年度の学術大会で行いたい等の事情がある場合は，通常の講演キャンセル
と同様の扱いとし，J-STAGEには公開しません．この場合，講演要旨は引用不可といたします．講演キャンセルとす
る場合は，11月10日（金，厳守）までに事務局あてにご連絡下さい．

2017年10月14日
行事委員会委員長

岡田　誠
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☆関東支部

報告

地学教育・アウトリーチ巡検：
火山灰を追跡する

−浅間火山の噴出物と噴火史− 報告

　関東支部では，毎年夏休み，主に小中高の先生方を対象とし
て，教師巡検を実施してきた．様々な地質事象の実体験を通して
得たものを，授業に反映していただきたいという主旨からであ
る．しかしながら，地学教員の減少等の影響もあり，参加者が少
なく，実施が危ぶまれるようになってきた．そこで，本年度よ
り，参加対象を従来の教員・教育関係者に加えて，一般の方にも
広げ，より多くの方々に地学に親しみ，自然理解を進めたいとい
う願いを込めて，地学教育・アウトリーチ巡検を企画した．
　今回は火山と火山災害をテーマとした．日本を代表する活火山で
ある浅間山の溶岩，軽石，火砕流堆積物，岩屑なだれ堆積物など
様々な噴出物を観察し，浅間山の噴火の歴史を学び，天明噴火の痕
跡，資料館を訪れ，火山災害について考えることを目的とした．
　実施は8月7日〜 8日の1泊2日で，高崎駅に集合解散とし，マ
イクロバスを使用した．講師は浅間火山に詳しい立正大学の大
石雅之博士にお願いした．参加者は21名で，内訳は中高教員10
名，大学・研究所関係3名，大学院生4名，一般4名であった．
浅間の東麓から北麓，南麓へと移動しながら，様々な浅間火山
の噴出物を観察し，火山噴火を実感していただいた（詳細なル
ートは後述の参加者の感想をご覧いただきたい）．現地や夜間
の勉強会においても，活発な質問・議論があり，盛況であった．
台風の影響が心配されたが，無事，予定していたすべての露頭
を見学することができた．
　最後に，下見や打ち合わせの段階から，マグマのような熱い
情熱をもって案内をしてくださった大石講師，事前の段階から
親身に相談にのってくださり，不安な天候の中，終始落ち着い
て対応していただいた群馬中央バスにお礼申し上げます．

田村糸子・米澤正弘（関東支部幹事）

参加者の感想
　関東支部では毎年夏休みに教師巡検を実施してきたが、本年
度は一般にも参加対象を広げたアウトリーチ巡検を行うことに
なった。今回は教員の他、数名の一般からの参加者も含め総勢
24人であった。心配だったのは接近している台風5号による風
雨だった。
　一日目は高崎駅をバスで出発、講師の大石先生から巡検の趣
旨と行程の説明があった。まずは榛名山から噴出したテフラが
観察できる中室田の露頭を観察した。ここが田切り地形である
こと、テフラは白川火砕流で、それを覆うローム層には浅間室
田軽石（As-MP）が含まれ、最上位は浅間板鼻黄色軽石（As-
YP）であることが確認できた。その後、榛名山西麓を北上し
て吾妻川の谷に出た頃から雨が降り始めた。
　次に1783年の天明噴火で岩屑なだれに襲われた鎌原の観音堂
と嬬恋村資料館を見学した。観音堂の石段が岩屑なだれに埋積
されている現場や、多くの犠牲者が出た事実を資料等で目の当
たりにして、火山噴火の怖さを再認識した。
　3 ヵ所目は北軽井沢・赤川に行った。この一帯に分布する火
砕流や岩屑なだれの堆積物が観察できる露頭がある。下部から
小諸第1火砕流堆積物、浅間草津軽石（As-K）が堆積し、最上
部には鎌原岩屑なだれ堆積物が覆っていることが確認できた。

この日の観察はここまでで、宿に向かった。
　夕食後は20時半から「夜の勉強会」があり、今日の復習と明
日の予習を大石先生が作成したスライドを見ながら進めた。参
加者からの質問が活発で、終ったのは22時半であった。
　二日目は浅間園で鬼押し出し溶岩の観察。内部が赤色酸化し
ている様子を確認したり、高台から溶岩がどのように流れたか
を観察したりした。朝から雨が降っていたが、次第に雲が晴れ
て浅間山の稜線が姿を現すようになったので六里ヶ原に向か
い、前掛山北東山腹の3段の溶岩流地形を観察した。白糸の滝
では、湖成層である難透水層と透水層の境から水が湧き出して
いることを確認した。最後は浅間山南西麓に位置する小諸市の
南城公園に向かい、南側に流れた火砕流の露頭を観察した。
　この巡検ではテーマの通り、浅間山の東麓・北麓・南西麓を
巡って火山灰を追跡した。それぞれの地点で起こったイベント
を象徴する露頭や噴火の痕跡を観察して、浅間山の成り立ちや
噴火史、人々の復興の様子までがよく分かった。これは講師で
ある大石先生の浅間山に対する知見の深さや熱い語り口、初心
者に理解できるような言葉を選んだ解説に因るところが大き
い。講師の大石先生、そして幹事の田村先生、米澤先生に心よ
り御礼を申し上げる。

永井健一（有限会社永井製作所）

　私が今回の巡検に参加しようと思ったのは，昨年度まで大学
院の修士課程で火山灰（テフラ）に関する研究をしていたから
です。学生時代は研究のため，頻繁にフィールドに出かけてい
ましたが，大学院修了後はそのような時間の余裕や参加の機会
がなくなりました。そんな時に今回の巡検を知り，参加するこ
とを決めました。
　２日間の巡検を通して最も印象に残っていることは，同じ火
山灰層をいくつもの地点で対比して見られたことです。火山灰
が降下していた当時そこは同じ地表面であったことを想像した
り，軽石の特徴などからその当時の噴火の様子を推測すること
は大変興味深く，地層の対比の奥深さを実感しました。
　また露頭を見たり，テフラに触れることが久しぶりであった
ため，胸が高鳴り，次々と疑問も湧きました。疑問に思ったこ
とをどんなに些細なことでも，講師の先生に質問できたのは講
師の先生との距離が近く，さらには参加者の皆さまのあたたか
い雰囲気があったからだと思っております。
　最後になりますが，大石雅之先生，米澤正弘先生，田村糸子
先生に心より感謝を申し上げるとともに，参加者の皆さまにも
お礼申し上げます。

伊原美咲（埼玉県立春日部女子高等学校）

支部コーナー

集合写真．8月8日鬼押し出しにて
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1．はじめに
　2017年7月15日〜 17日にかけて，学生合同巡検が富士山周辺
にて行われた．学生合同巡検は2014年度から行われており，主
催大学の学生が中心となって企画・実行を行っている．火山巡
検をテーマに，岩石学，火山地質学，地理学，地球物理学，構
造地質学と多岐にわたる専攻の学生が交流し，火山についての
知見を深めることを目的としている．昨年度は秋田大学が主催
で秋田焼山火山・岩手火山にて巡検を行った．今回の合同巡検
は，筆者にとっては昨年に続いて2回目の参加となる．
　今回は静岡大学がホストとなり，「富士火山の火山活動とそ
の堆積物」をテーマに巡検を行い，岩屑なだれ堆積物や溶岩，
テフラをテーマに富士山周辺をまわった．参加大学は静岡大学，
首都大学東京，秋田大学，山形大学，東北大学，茨城大学，総
合研究大学院大学，富山大学，信州大学，島根大学で，参加人
数は38名であった．

2．7月15日（1日目）
　1日目は夕食と入浴を済ませてから，静岡大学朝霧施設に集
まり，顔合わせと巡検日程の確認を行った．今回宿泊した静岡
大学朝霧施設は静岡大学の研修施設であり，鬱蒼とした林道を
進んだ先にある．駿河湾からの温かく湿った空気が冷やされる
ことで霧がしばしば発生することから朝霧の地名が付いたとさ
れている．当日も道路には深く霧が立ち込めていて，富士山を
眺めることはできなかった．
　山形大学からは学部4年生2人のみでの参加であった．今回は
院生の参加者が多いことから話題についていけるか不安があっ
たが，懇親会では昨年の合同巡検でお会いした方を中心に気さ
くに声をかけてくださり，楽しくお話しすることができた．初
対面の方にも関わらず共通の知り合いが話題に上がるなど，こ

の分野の狭さを感じた．また筆者は卒論のテーマとして，火山
噴出物中の鉱物の累帯構造プロファイルを用いてマグマの滞留
時間を推定する研究を行っており，それについても他大学の方
にアドバイスをいただくことができ，非常に有意義であった．
　時期的には真夏であったが，高原ということもあり夜は涼し
く，気持ちよく眠ることができた．

3．7月16日（2日目）
　2日目は富士山麓の堆積物を中心に見学を行った．
Stop 1.　田貫湖南東（田貫湖岩屑なだれ堆積物の露頭）田貫湖
岩屑なだれ堆積物は約2万年前に発生した古富士火山の大規模
な山体崩壊の堆積物とされており，富士山の南西山麓において
認められる．現地では堆積物の給源や堆積作用，変質した岩片
の成因などについて議論が行われた．岩塊にみられるせん断作
用については構造地質を研究している信州大学の方が，岩片の
変質作用については秋田大学の方が活発な議論を展開してくだ
さり，それぞれの得意分野からアプローチしている姿が印象的
であった．
Stop 2.　白糸の滝周辺（火山麓扇状地堆積物と白糸溶岩の露
頭：図１）白糸の滝では扇状地堆積物とそれを覆う白糸溶岩流
を観察した．火山麓扇状地堆積物の形成は気候変動と関連して
いる可能性があるとの説明を受けた．扇状地堆積物の成因につ
いては，火山地質だけでなく地理学や古気候など火山以外の分
野での議論が活発であった．議論には意外な方面からの参加も
あり，有意義なものとなった．
Stop 3.　御殿場市和田周辺（御殿場岩屑なだれ堆積物とそれ以
前のテフラの露頭：図2）　この露頭は田んぼの畦道を進んだ後
にあるごく小さな露頭であるが，御殿場岩屑なだれ前後の降下
火砕堆積物を観察できるという点で貴重な露頭である．大まか
に下位から湯船第一スコリア，砂沢スコリアそして御殿場泥流
堆積物が認められる．砂沢スコリアの給源はアイソパックから
現在の宝永火口付近と推定されている．砂沢スコリアでは玄武
岩質な火山活動を行っている富士山の中では例外的にデイサイ
ト軽石が認められることが特徴である．新富士火山の活動期

（17 ka 〜現在）でデイサイト質マグマを噴出したのはこの砂沢
スコリアと宝永スコリア噴出時のみである．
Stop 4.　御殿場市水土野周辺（御殿場岩屑なだれ堆積物とそれ
以降のテフラの露頭：図3）　御殿場泥流堆積物より上位から現
在に至るまでの火山活動の履歴を観察した．下位から御殿場岩

2017年度
学生合同巡検 参加報告

山形大学理学部地球環境学科4年
佐藤初洋

図1　火山麓扇状地堆積物とそれを覆う白糸溶岩（Stop 2）

院生コーナー
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図2　露頭観察の様子（Stop 3） 図3　御殿場岩屑なだれ堆積物とそれ以降のテフラ露頭（Stop 4）

しまい，撮影することができなかった．
Stop 6.　日沢・不動沢の割れ目噴火口の観察　第一火口からも
と来た道を戻った後，最後の観察地点である6合目付近に向か
った．日沢割れ目噴火口噴出物は，火口付近ではスパター，降
下スコリア，溶岩流を観察できる．富士宮登山道6合目雲海荘
付近では，噴火による溶岩の飛沫，スパターが古い溶岩を覆う
様子が確認できる．スパターはよく観察すると互いに溶結して
いるのが観察できるのだが，一見するとクリンカーで覆われた
アア溶岩のようにも見え，両者の区別は筆者には難しく感じた．
同じ噴出物でもそれぞれの火山によってクセのようなものがあ
り，教科書的な知識だけではなく，実際のフィールドで現物を
見る経験を積むことが必要であると痛感した．
　下山後，各自解散となった．解散前には連絡先を交換し，来
年度の活動に向けて今後も交流を続けていくことを確認した． 

5．まとめ
　大きく天気が崩れることもなく，3日間の巡検を終えること
ができた．移動中の車内や夜の懇親会では見学地点についての
議論や互いの研究についての情報を交換することができた．
　巡検参加者は院生が多く，筆者は学部4年生であるためついて
ゆけるか不安であったが，参加者の皆さんが気さくに接してく
ださり，専門外の分野についても丁寧に教えていただいた．ま
た似たテーマを研究している方からアドバイスをいただき，卒
論研究において有益な示唆をいただいた．なにより，火山につ
いて研究している学生と知り合えたことは大きな刺激となった．
　火山学合同巡検は2014年の開始から5回を数え，次第に規模
が大きくなったが，一方で大所帯であるため道路脇の小露頭の
観察が難しく，小回りも利かなくなるなどの問題も出てきた．
来年は筆者も院生となり，主体的に活動を行う立場となる．学
生合同巡検は全国から学生が集まるということで時間的金銭的
にも難しい部分が多いが，学生同士が分野を超えて交流できる
機会は貴重であり，何らかの形でこのような場を設けられるよ
う努力していきたい．

屑なだれ堆積物，最上位には宝永噴火堆積物が観察できる．御
殿場岩屑なだれ堆積物と宝永噴火堆積物の間には降下火砕堆積
物が少なくとも7枚観察できる．筆者はこれだけ大規模な降下
火砕物の露頭を見たのは初めてで五里霧中であったが，堆積物
の組織や岩片の大きさなど観察すべきポイントを教えていただ
き，どのように堆積物が噴火活動の履歴を反映しているかにつ
いて知ることができた．
　巡検終了後は各自班ごとに夕食と入浴を済ませたのち，朝霧
施設で懇親会と議論を行った．筆者らの班はB級グルメとして
有名な富士宮焼きそばに舌鼓をうった．2日目はかなり密度の
濃い内容で，筆者には消化不良になってしまったが．普段見る
ことの少ない火山山麓の堆積物について理解を深めることがで
きた．懇親会においてとりわけ議論となったのは白糸の滝にお
ける湧水位置についてである．流路については地質だけでなく
地理学的なアプローチも行われ，非常に白熱した．筆者は3時
ごろまで参加していたのだが，中には4時過ぎまで続けた方も
いたようだ．この日の夜は間もなく雨が降ってしまったのだが，
雲の切れ間から富士山を見ることができ，明日の宝永火口巡検
がますます楽しみになった．

4．7月17日（3日目）
　前日の夜雨が降っていたことが不安であったが，朝には雨は
やみ，すっきりと晴れてくれた．前日からの懇親会の疲れが残っ
ている方も多かったが，荷物を整理し朝霧施設を出発した．途中
コンビニで昼食を調達し，五合目のレストハウスに向かった．
Stop 5.　宝永火口内の観察　宝永火口は以前「ブラタモリ」で
も取り上げられたこともあり個人的に非常に楽しみにしていた．
　宝永火口は富士火山の最新の火口であり，火口形成に伴う宝
永噴火は1707年12月16日から翌年1月1日まで続いた．火口は第
一から第三まであり，北西-南東方向に一直線に並んでいる．
それぞれの火口は第三，第二，第一の順に形成された．私たち
はまず第二火口を観察した．第二火口周辺では深部のMagma 
chamberに由来するトーナル岩質のゼノリスが火砕岩に含まれ
て観察できるとのことで，目を皿のようにしてゼノリスを含む
火砕物を観察した．
　その後第一火口底にて昼食をとった．火口底には宝永噴火最
末期にプリニー式噴火からスパター噴火に推移したことを示唆
するスパター丘が観察できる．第一火口の山頂側火口壁には，
古い時代の溶岩の重なりと，それを貫くダイクが確認できる．
当日は霧が深かったが，一瞬だけ霧が晴れ観察することができ
た．しかし，残念なことに筆者はその時カメラの充電が切れて

院生コーナー

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下
の４名で行っています．原稿は5000字以内，図・写真３点以内
を目安に，e- mailでいただければ幸いです．
16nd204l@vc.ibaraki.ac.jp	 羽田裕貴（茨城大）
manto.yamada@gmail.com	 山田眞嵩（首都大）
smuto@eps.s.u-tokyo.ac.jp	 武藤　俊（東京大）
716o.nonn@gmail.com	 大山　望（九州大）
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　一般社団法人日本地質学会運営規則により，次年分の会費を前納下さいますようお願いいたします．2018 年４月〜 2019 年３月の会費額は
下記の通りです．

１．自動引落を登録されている方の 引き落とし日は 12 月 25 日（月）です．
　2018 年度分会費の引き落とし日は 12 月 25 日です．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますのでご了承下さい．こ
れより以前に不足額がある場合には加算され，余剰金がある場合はその分を減額して引き落としとなります．通帳には金額とともに「チシツ
カイヒ」あるいは「フリカエ」，「SMBC」などと表示されますので，必ずご確認下さい．

２．自動引き落としをご利用下さい．
　新たに会費の引き落としをご希望の方は，巻末の振替依頼書を 11 月 13 日（月）までに事務局までお送り下さい．また，すでに引き
落とし手続きが完了している方で，学部学生割引と院生割引会費の適用を希望される学部生，院生（研究生）の方は 11 月 20 日（月）
までに学部学生割引会費・院生割引会費申請書をご提出下さい．期日までにご提出いただけない場合は，正会員の会費で引き落としが
かかります．ご了解下さい．

３．上記以外の方（お振り込み）
　12 月中旬頃までに請求書兼郵便振替用紙をお送りいたします．折り返しご送金くださいますようお願いいたします．

一般社団法人日本地質学会　会計委員会

一般社団法人日本地質学会運営規則
第２章　第７条（会　費）
　学会は会費の年額（４月１日〜翌年３月末日）を次のように定め，
会員は当該年度の初日までにこれを支払うこととする．入会の際には
当該年度の年額を支払うこととする．
　（1�）正会員：12,000 円
 　　�ただし，大学学部ならびに大学院に在籍するものは，毎年度ご

とに所定の申請書を提出した場合，それぞれ学部学生割引と院
生割引を適用し，年会費を 5,000 円ならびに 8,000 円とする．こ
れらに準じる身分の学生についても同様の扱いとする．

　（2�）賛助会員：１口 25,000 円，２口以上
 　　�ただし，諸般の事情により理事会が認める場合は，１口とする

ことができる．
２　�会費の変更は，理事会の議決により，総会の承認を得なければな

らない．
３　�会員は，上記に定める会費を当該会計年度の前に一括納入しなけ
ればならない．ただし，やむを得ぬ理由により理事会が認める場
合は，分納もしくは減免することができる．

４　会費を滞納した会員については次の処置をとる．
　（1）滞納期間が６ヶ月以上となった場合には，地質学雑誌等の会誌

の送付を停止する．
　（2）滞納会費が納入された場合には，送付を停止した地質学雑誌等

の会誌の送付を再開する．ただし，会誌の在庫の関係で送付が
できないことがある．

　（3）地質学雑誌への投稿，講演会での講演を制限することがある．
　（4）会費支払いの督促を受けつつ，正当な理由なく，かつ，退会届

を提出せぬままに会費を滞納した会員は，滞納４年度目をもっ
て，理事会の議決により会員の資格を喪失させ除籍とする．

2018 年度の会費払込について

	 会員資格	 2018 年 4 月〜 2019 年 3 月分会費

※学部に在籍している学生の方，定収のない大学院生（研究生）の方で，それぞれ所定の書式で申請をされた方にのみ割引会
費を適用します．なお，2017 年度までの学部学生割引・院生割引会費についての申請は終了しておりますので，2018 年度会費
にのみ適用となります．

　正会員	 12,000 円
　　〃　（院生割引）※　要申請	 8,000 円
　　〃　（学部学生割引）※　要申請	 5,000 円
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学部学生・院生（研究生）の方へ「割引会費申請」について

2018年度（2018．4～2019．3）学部学生割引・院生割引会費の受付開始

　一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・院生（研究生）については，本人の申請
によりそれぞれ割引会費が適用されます．つきましては，次年度（2018年度）の会費についての申
請受付を開始いたしますので，該当される会員は下記の書式にて申請書を提出してください（郵送
に限る）．会費請求書発行の都合もありますので，請求書発行前の受付〆切りは11月20日（月）
といたします．とくに口座自動引落で会費を納入されている方は，この期日までに申請書をご提
出下さい．なお，これまで（～2017年度）の学部学生割引・院生割引会費についての申請受付は
終了していますので，2018年度分の申請のみ適用となります．

★注意★
　 毎年更新となりますので，次年度会費について該当する方は，必ず申請してください．
　 2018年度から社会人になるかたは，割引会費の申請はできません．

送付先：〒101-0032　東京都千代田区岩本町2－8－15　井桁ビル6階
一般社団法人日本地質学会

2018年度一般社団法人日本地質学会
学部学生割引・院生割引会費申請書

一般社団法人日本地質学会　御中
　　　　私は，運営規則第2章第7条第1項（1）に基づき，2018年度会費の

学部学生割引　　・　　院生割引　　（いずれかに○）

を申請いたします． 

申請日　　　年　　月　　日　

会員番号：

会員氏名：

現在の所属・学年：　

大学 学部  　　　　       学科 年在学中

大学大学院 研究科
専攻

前期 ・ 後期
年在学中

2018年４月からの所属：（現在の所属と同じ場合には「同上」でも可）

大学・大学院名 学部学科・研究科専攻名

上記，本学の学生につき，学部生・定収のない院生（研究生）であることを証明いたします．

指導教員（等）
　　所属：
　　氏名：� 印  　

請求書発行前受付〆切

2017年11月20日（月）
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　日本地質学会では，学会員相互の交流と親睦を図る目的で，会員名簿を発行することを運営規則にうたっております．2017 年
度はその発行年にあたり，年度内に発行の予定で準備を行っております．
　名簿の発行様式は前回と同様で，全会員を収録します．本会としては，個人情報保護法の制約はあるとしても，会員の皆様が上
記の目的に沿って利用できるような，従来規模の名簿を作成したいと考えておりますので，調査の実施にご理解とご協力をお願い
いたします．なお，2017 年度末で退会を予定されているかたのお名前は収録いたしません．
　また，名簿作成時の会員以外は配布対象とはせず，会員も含めて発行後の販売は一切行わないことはこれまでどおりです．

　名簿作成までの手続きを次のように行います．
　１ ．①「名簿掲載アンケート：会員名簿訂正・変更 ･登録カード」を提出していただく，もしくは，②学会ホー
ムページから「会員のページ」へログインし，ご自身の情報を訂正・変更してください．

　　① 名簿掲載アンケートを提出する場合：本アンケートは名簿掲載に関する確認も兼ねています．訂正，変更の有無に関わらず，
名簿掲載選択項目について掲載を拒否する項目がありましたら，必ずアンケートの書き方の指示に従って掲載拒否の意思を
お示し下さい（アンケートの書き方の詳細は後段を参照）．

　　②  Web 画面上から更新する場合：「会員のページ」へログイン後，会員メニューの「会員登録情報」画面でご自身の情報を確
認し，情報の訂正・変更をして下さい．編集画面下側に会員名簿（冊子）への掲載について確認する項目がありますので，
掲載を拒否する項目には『□非掲載』にチェック（ ）をつけて下さい．チェックのついていない項目は掲載承諾いただい
たものとします．

　　�　①，②いずれの場合でも，掲載を拒否する項目がある方は必ず意思表示してください．チェックのついていない項目につい
ては掲載承諾いただいたものとします．なお，アンケートの返送のない会員（Web 画面上で更新のない会員）については前
回の名簿作成時と同様に「推定承諾」とみなし，2015 年版会員名簿に掲載されている項目に準じて掲載いたします．

　２．アンケート提出およびWeb 画面更新締切：2017 年 12 月 6 日（水）とします．

2017 年 10 月
運営財政部会会員担当　緒方信一

「名簿掲載アンケート：会員名簿訂正・変更カード」記載について
　本アンケート用紙（本誌別掲）は，基本的にWeb 画面上で更新しない方に提出していただきます．アンケートには，会員とし
て登録されている（登録できる）基本項目を，すべて挙げてあります．各項目の内容について訂正や変更がある場合には記入して
お出しください．なお，会員名簿にはこれらの項目のうち，下記の名簿掲載項目（必須，選択）を載せます．選択項目については，
個人の希望によりますので，選択項目について掲載を拒否する項目がある場合には，該当する項目の□欄にチェック（ ）を入れ，
掲載拒否の意思をお示し下さい．チェックのついていない項目は掲載承諾いただいたものとします．
　なお，アンケートの返送のない会員については「推定承諾」とみなします．

　１ ．名簿に掲載できる項目：※氏名（ふりがなつき），出身校，卒年，※所属先，所属部課名，所属先電話，FAX番号，連絡先
住所＝自宅住所または所属先住所，自宅の場合は自宅の電話，FAX番号，メールアドレス（所属先または個人のどちらか一方）

　２ ．名簿に必ず掲載する項目：上記の※印つき項目，氏名，所属（ない場合は掲載しない）
　３ ．名簿掲載を選択できる項目：上記の※印のない項目すべて
　４ ．選択項目のうち掲載を拒否する項目がある場合：選択項目の□欄にチェック（ ）を入れてください． 印がない項目は掲

載承諾いただけたものとします．
　５ ．名簿に掲載されない項目：会員番号，生年月日，興味専門分野，専門部会
　６ ．掲載様式例

日本地質学会会員名簿作成アンケートの実施について

	 氏　　名	 出身校	 卒業年	 　　　　　　勤務先	 〒	 連絡先住所<e-mail>

	 地
チ

質
シツ

　学
マナブ

	 地質大環境	 71	 地質調査（株）地質部○T 03-5823-1150	 101-0032	 東京都千代田区岩本町 2-8-15
				    ○F 03-5823-1156		  <main@geososiety.jp>
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15． 鉱物資源
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学　会　記　事

　一般社団法人日本地質学会の議事録を掲載
しています．

日本地質学会2016年度 
第4回理事会議事録

日時：2017年4月8日（土）　14:00 〜 17:00
会場：北とぴあ　901会議室
出席�役員：理事(31名)：天野一男　安藤寿男　

市川八州夫　大藤　茂　緒方信一　岡田　
誠　笠間友博　狩野彰宏　小宮　剛　斎
藤　眞　佐々木和彦  澤口　隆　菖蒲幸
男　杉田律子　田村嘉之　辻森　樹（15
時半退出）　内藤一樹　中澤 努　仲谷英
夫　西　弘嗣　楡井　久　平田大二　星 
博幸　保柳康一　松田達生　松田博貴　
向山 栄　矢島道子　山田泰広　山本高
司　渡部芳夫

監事（2名）：藤本光一郎・山本正司
事務局：橋辺菊恵 
欠席�役員：理事(13名)：有馬 眞　井龍康文　

亀尾浩司　川端清司　川辺文久　清川昌
一　坂口有人　沢田　健　田村芳彦　竹
下 徹　奈良正和　廣木義久　福冨幹男　
三田村宗樹

＊�成立要件：理事総数45名の過半数23名　本
日の出席者31名（審議事項からは30名）で
本理事会は成立．
＊�議決：出席者の過半数16名
＊�議長：向山栄理事　副議長：佐々木和彦理
事
＊�開催にあたって書記2名の選出：大藤　茂
理事，澤口　隆理事

報告事項
１．執行理事会報告
 ・	2016年度第7 〜 9回執行理事会議事録の要
点が説明された．（斎藤常務理事）

 ・	前回理事会以降の逝去会員の氏名が報告さ
れ，黙祷をささげた．（緒方理事）

２．理事及び委員会等報告
１）2016年度決算概算報告（西理事）
　2016年度収支決算概算が説明された．125
周年記念事業支出は特別事業費から独立さ
せ，支出内容が見えるようにした旨，説明が
あった．
２）125周年記念事業実行委員会（矢島理事）
　125周年記念事業の進捗について資料に基づ
き報告があった．寄付については現在30団体
から寄付をいただいたが個人の寄付は低調で
ある．本日の理事会メンバーからの寄付を契
機に，個人会員に更にアピールしたい．記念
式典は2018年5月18日（金）「北とぴあ」での
開催を予定している（会場決定は抽選なので，
落選時の第２候補は5/25）．これに伴い総会の
日程についても検討し，総会は5月19日とする
ことで大方の一致を見た．2018年9 月の北大
で開催される学術大会を記念大会とする．

３）行事委員会（岡田理事）
　2017年学術大会（愛媛大会）の準備状況が
報告された．国際シンポジウム「東アジアの
古生代古地理学」と同じ名称のトピックがリ
ストにあるのでLOCに確認をする．また，
2018年学術大会（札幌大会）の計画が報告さ
れた．北大において3日連続で会場が確保で
きる日程が，9月の場合，9/5（水）〜 7（金）
のみであるため，平日開催の日程となってい
るが，平日だと大学教員以外の教師層および
高校生の参加が難しいため，8月下旬で開催
可能な日程は調整できないか，LOCに打診
することが要請された．また，巡検数が10コ
ースと多いので減らす方がよいとの意見が出
された．
４）	地質学雑誌編集委員会・アイランドア

ーク編集委員会（中澤理事）
　125周年記念特集号の2017年4月から2018年
12月の刊行スケジュールが報告された．ま
た，Island Arcの編集業務を外部委託したこ
とによる主な変更点について報告された．
５）	地質学雑誌タスクフォース委員会（斎

藤常務理事）
　地質学雑誌の電子化に関わる会員数および
予算の変化を試算しており，いくつかのシミ
ュレーションが示された上で，理事からの意
見が募られた．2017年度中に理事会で方針を
決めるために，地質学雑誌の電子化について
会員にアンケートをとることが必要との認識
が確認された．
６）	県の石支援委員会（辻森理事）
　現在進めている書籍出版企画に関して，各
都道府県の協力者の依頼を進めており，順調
に準備は進んでいる旨報告があった．
７）	その他
 ・	熊本震災１周年を前にした学会長声明
（案）（松田副会長）
	 　熊本地震から4/14で一年が経過するあ
たり，熊本地震に関する会長名で声明文を
発表する．標題「地質学の知見をもって減
災につなげるために　熊本地震から一年
を迎えるにあたって」

 ・	企画出版（小宮理事）
	 　子ども夢基金（JST）の助成金が採択さ
れ（金額1,000万円），デジタル教材作成等
の準備が進んでいる．

 ・	環境地質部会（田村理事）
	 　平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地
震の発生から6年が経過した．具体的な内
容は今後検討することになるが，楡井理事
が責任者となり，東日本大震災を取りまと
めた書籍の出版を計画中である．事業計画
にどのように反映させるかを執行理事会
で議論する．

審議事項
１．総会議案の決定（斎藤常務理事）
 ・	選挙規則改正（2015/09/10理事会議決）の
確認

	 　「理事の欠員補充に関する選挙規則の改
正：2015年9月10日理事会にて議決済み」

を，総会議案として提示し，承認を求める
ことが提案された．この選挙規則改正を含
む第1号議案～第5号議案について，全会一
致で異議なく承認された．

２．2017年度事業計画骨子（渡部会長）
　2017年度事業計画骨子が説明・提案され，
全会一致で異議なく承認された．
３．2017年度予算案（西理事，緒方理事）
　2017年度予算案が説明された．2017年度予
算案の収入合計は89,740,000円と，2016年度
予算（83,871,677円）と比較して大幅な増加
となっているが，これは，125周年記念事業
収入の350万円が含まれており，これはその
まま125周年事業で支出される分であること
が説明された．出版事業収入の減額分は，
Island Arcの編集業務を2017年2月よりワイ
リー社へ委託したことにより，これまでワイ
リー社から学会に支払われていた年間100万
円の編集費がなくなったことと，これまでワ
イリー社から支払われていた購読費のロイヤ
リティーが8%から10%に引き上げられるが，
総額としての収入はこれまでより減額とな
る．地質調査研修事業収入は，2017年度から
事業実施を中止するため，60万円の減額とな
っている．ジオルジュ関連費用としては総額
でおおよそ200万円を使っている．事業計画
骨子にも記載されている通り，2017年度中に
学会活動での位置付けと出版形態の再検討結
果をとりまとめ，中期的な出版計画の再構築
を行うことを執行部で検討する．以上，2017
年度予算案および125周年記念事業収支計画
案が説明・提案され，全会一致で異議なく承
認された．
４．各賞選考結果（保柳理事）
　各賞選考結果委員会から，各賞の候補者お
よび候補論文が推薦され，全会一致で異議な
く承認された．なお，受賞理由の文章に関し
ては，総会までに加筆・修正が加えられる予
定．
５．名誉会員選考結果（山本副会長）
　名誉会員推薦委員会から，2017年度名誉会
員候補者として，鈴木博之会員・波田重熙会
員・大場忠道会員の3人が推薦され，全会一
致で異議なく承認された．
６．学会行事，巡検等における車両の利用に
ついて（杉田理事・渡部会長）
　日本地質学会として行事を実施する際に，
自家用車やレンタカーの使用を制限する「巡
検等に使用する車両制限について」（案）が
提案され，基本的方向性については全会一致
で異議なく承認された．ただし，各支部等か
らも意見を伺いながら成案を得るよう，執行
部に依頼がなされた．

　以上，この議事録が正確であることを証す
るため，議長及び出席監事・理事は次に記
名・捺印する．

2017年5月12日
一般社団法人日本地質学会
理事会議長　向山　栄
（以下，理事氏名省略）
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2016年度第11回執行理事会議事録

期日：2017年5月13日（土）13:00～16：30
場所：地質学会事務局
出席�者：渡部会長　山本副会長　齋藤常務理

事　緒方（早退）岡田　小宮　坂口　辻
森　中澤　杉田　内藤　廣木　西　（事
務局）橋辺　

欠席�者（委任状提出あり）：松田副会長　田
村　平田　山田　　安藤（委任状なし）

＊�定足数（12，委任状含む）に対し，出席者　
13名，委任状　4名，合計18名の出席． 
＊�前回議事録の承認をした．

Ⅰ　審議事項
１．ジオルジュの出版について
　今年は後期号も出すが，広報誌のあり方を
含めて戦略を見直す．編集委員会からの改善
策を6月執行理事会で提案する．継続審議と
する．
２．札幌大会の日程及び会場について　
　LOCから会場と日程の検討結果が提案され
た．これまで前例のない土日設定がない日程
について審議の結果，処々の事情を勘案して
やむを得ないとの判断をし，提案通り北海道
大学にて9/5（水）から7（金）の日程で進め
てもらうこととした．平日開催に伴う各種調
整をLOCに依頼する． 
３．総会資料および運営の確認
　議事次第の詳細を検討した．今年は総会後
の理事会は開催されない．

Ⅱ　報告事項
１．全体的報告
１）	子ども夢基金の事業の現状報告（小宮）
	 　審査の結果1000万円で採択され，教材

開発に向けての詳細な詰めを業者と開始
した．助成金仮払い請求後および最終的
に確定までの予算執行，立替支払い等に
ついて検討中．

２）	 4/8の理事会の議論をうけて，各支部長に
対し巡検時の車両の使用制限について周
知した．会員からいくつか意見を頂いた．

３）	地球惑星連合総会および学協会長会議
（5/23）の開催，会長が出席．

２．運営財政部会：総務委員会  （緒方・西）
＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞
１）	 2017年度日本地球化学会第64回年会

9/13-15）の共催依頼を承諾した．
２）	日本科学技術振興財団より「青少年のた

め の 科 学 の 祭 典2017」（2017 6/11-
2018/1/28，全国76会場）の後援依頼を
承諾．また，青少年のための科学の祭典
2016の事業報告があった．

３）	「原子力総合シンポジウム2017」の共催・
協賛・後援依頼があり後援とすることに
した

４）	「OCEANS’18 MTS/IEEE/KOBE-
TECHNO-OCEAN’2018」（2018/5/28-

31）隔年日本開催の協賛依頼があり承
諾した．

５）	今年度，国際賞受賞者Dr.Fiskeを迎えて
開催する「海底火山研究国際シンポジ
ウム（仮）」（主催　科学博物館）の共
催の打診があり承諾した．

６）	高校生技術チャレンジJSEC2015の実施
報告：国内ﾌｧｲﾅﾘｽﾄを国際大会に派遣

７）	住友財団2017年度基礎科学研究助成，
及び環境研究助成の募集案内（4/15-
6/18）　 ←　News誌，geo-flash，HP　
に掲載

８）	石灰石鉱業協会（会長竹内章）より役
員交代の挨拶

９）	産総研地質調査総合センターより幹部
交代の挨拶

＜会員＞
１）	今月の入会者（1社，19名）
	 賛助会員（1社）：株式会社地圏総合コ

ンサルタント
	 正会員（4名）：ルグラン　ジュリアン，

吉本佳太，谷健一郎，中村佳菜絵
	 院割（13名）：三浦光隆，杉本大志，田

谷野智世，田子直樹，菖蒲一歩，サルカ
ール　デュティ　プラカシェ，迫田夜空，
長岡昂吉，原田英和，鈴木　俊，坂田純
浩，ナドミド　バヤルド，賈　邃

	 学部割（2名）：庄崎弘基，山岡　健
２）	今月の退会者（2名）
	 安藤生大　相蘇親雄
３）	 2017年4月末日会員数
	 賛助：27，名誉：56，正会員：3572（正

会員：3540，正（院割）会員：118，正
（学部割）会員：4）合計 3655（昨年比 
-54）

＜会計＞
 ・	愛媛大会に際し，松山コンベンション観光
協会へ70万円の助成金を申請手確定した
が，市からの要請で愛媛県にも提出をとの
ことで，市に50万円，県に20万円を変更申
請した．

 ・	2016年度決算について
	 先に提出した決算概算では，単年度収支は
わずかにプラスとなっていたが，会計的な
処理として当年度発生支払金の未払い処
理を行った結果，数字はマイナスに転じ
た．この処理は今期のみのことである．

３．広報部会：広報委員会（坂口・小宮・内
藤）
 ・	東日本大震災6年目の会長声明をプレスリ
リースした．

 ・	ジオルジュ 2017前期号出版，メルマガ，
ニュース誌も順調に出版．

４．学術研究部会（岡田・山田)
１）	 行事委員会（岡田）
 ・	札幌大会日程について　→　審議事項
２）	国際交流委員会（井龍）特になし
３）	 JIS，標準担当（中澤：代斎藤）
 ・	JIS原案作成委員会メール審議開始を予定．
４）	その他
５．編集出版部会（中澤・田村・小宮）

１）	地質学雑誌編集委員会　(山路編集委員
長，中澤担当)　

（1）編集状況報告（5月1日現在）．
 ・	2017年投稿論文　40編［総説15（和文
15）・論説10（和文10）・報告7（和文6，英
文1）

	 ノート1（和文1）・講座1（和文1）・巡検案
内6］，査読中：53，受理済み：14（うち特
集5）

 ・	123巻4月号：125周年記念特集号「深海掘
削計画（IODP）10　年の成果ⅠおよびⅡ」
85ページ（4/29発送済み）

 ・	123巻5月号：特集号「水蒸気噴火研究の展
開」＋通常原稿2編　約80ページ（校正中）

 ・	123巻6月号：125周年記念特集号「構造地
質学の最近25年（1部）」+通常原稿1-2編

	 約90ページ（入稿準備中）
 ・	今後，特集号に通常の投稿論文が加わるの
で100ページを超える号があるかもしれな
い．

２）	アイランドアーク編集委員会　(田村)　
（1）編集状況
Vol.26 Issue2（2017年3月）：一般原稿6編
Vol.26 Issue3（2017年5月）：井龍特集号5編 
一般原稿6編 (計約88ページ) 予定
（2）オンライン投稿の状況
過去半年（2016.11.1 〜 2017.4.28）の投稿数
32件．うち新規投稿25件．
３）	企画出版委員会（小宮）特になし
６．社会貢献部会（平田・杉田・廣木・辻
森）
 ・	街中ジオ散歩に55名（一般50名＋会員5名）
応募があり，厳正に抽選の結果30名（大人
のみ．4グループ8名を含む）の参加者を決
めた．

７．ジオパーク支援委員会（平田）
 ・	2018年度地震火山 こどもサマースクール
開催地公募結果＝「募集期間中に応募な
し」

８．地学オリンピック支援委員会（平田）　
とくになし
９．地質災害委員会　(松田達生)　とくにな
し
10．地質技術者教育委員会（山本）
 ・	5/26　JABEEの総会に山本が出席予定
11．125周年記念事業実行委員会（緒方，渡
部）
 ・	来年の式典会場：5月18日（金）北とぴあ　
つつじホール，祝賀会：東部サロン

 ・	会員カード作成のため，会員にローマ字表
記の確認広報をする予定（geo-flash,News
誌）

12.　県の石支援委員会（辻森）
 ・	出版編集状況：各県の原稿が提出されつつ
ある．出版社と検討し，レイアウト見本を
作成する．イラストレータ―との打ち合わ
せも済み，全体として順調．

2017年6月24日
一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事）　渡部芳夫
署名人　執行理事　斎藤　眞
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2017年度第1回執行理事会議事録

期日：2017年6月24日（土）　13:00～17：00
場所：地質学会事務局
出席�者：渡部会長　松田副会長　齋藤常務理
事　安藤　緒方　岡田　坂口　田村　辻
森　中澤　杉田　内藤　西　平田（事務
局）橋辺　

欠席�者（委任状提出あり）：山本副会長　小
宮　廣木（渡部）　山田　

＊�定足数（12，委任状含む）に対し，出席者
14名，委任状4名，合計18名の出席． 
＊�前回議事録の承認

Ⅰ　審議事項
１．ジオルジュの出版のあり方について
 ・	編集委員会による印刷費節減対策と出版方
針について検討し，以下に確認事項を記
す．

 ・	2017年後期号については従来どおりの作成
方針．

 ・	フリーペーパー化について多く議論がなさ
れたが，協賛記事（有料）や広告で収入増
が期待できるか等については継続審議

２．地学オリンピック日本委員会の依頼
 ・	来年度の作問者の推薦依頼があり，1名を
推薦した．　　

３．選挙管理委員の選出 ：3-4回会議，9月10
日告示，
 ・	第1回管理委員会　7月に開催予定，11月，
1月中旬，2月開票

 ・	選挙管理委員会委員候補として次の方々を
選出し，ご本人に確認することとした．

	 上田正人（中央開発），柿崎喜宏（明大），
上栗伸一（茨城大教育）， 佐藤智之（GSJ），
佐藤峰南（JAMSTEC）

４．その他
 ・	新たな出版物の企画について提案があった
ので，継続審議とした．

Ⅱ　報告事項
１．全体的報告
１）	一家に1枚ポスターは，自然災害と県の

石の2件を応募した．
２）	中部支部（大藤支部長）と応用地質学会

中部支部（吉田英一支部長）との間で，
CPD関連事業の後援，共催について，
協力体制の連携を図るため，覚書を交わ
すことになったとのこと（支部総会で承
認）．それについて，理事会等の承認が
必要かどうかの問い合わせがあったが，
支部の方で進めていただくことで問題な
いとの返答をした．正式に覚書を交わし
たのちに改めて支部から報告がある予
定．

３）	西日本支部「第3回西日本地質研修会」
（5/17-18，山口大学地球圏システム科学
科との共催）の実施報告があり，講習会

55名，巡検28名，企業説明会3社の参加
者があった.収支は39万余円の黒字とな
り，余剰金は一旦学会に入金したうえ
で，共催の山口大学へは折半して奨学
寄付金とする.

４）	 名誉会員，50年会員，各賞受賞者等へ
の通知・案内状を送付した．

５）	地惑連合第２回理事会に会長（学協長
会議幹事）が出席予定，第16回学協会
長会議議事録

２．運営財政部会：総務委員会  （緒方・西）　　
＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞　
１）	国立科学博物館主催「海底火山研究国際

シンポジウム」（9/20，国際賞Dr.Fiske
来日の機会に）の共催を承諾した．

２）	ふじのくに地球環境史ミュージアム企
画展「掛川層群の化石」（8/17-10/1）の
後援を承諾

３）	神奈川県立生命の星地球博物館特別展
「地球をはぎ取る～地層が伝える大地の
記録」（7/15-11/5）の後援依頼を承諾

４）	新潟大学学術情報基盤機構旭町学術資
料展示館より企画展示「放散虫とかた
ち」（7/12-8/31）の後援依頼を承諾

５）	文部科学大臣表彰科学技術賞，若手科
学者賞推薦依頼:特に女性，海外を拠点
に研究活動を行っているもの（締め切
7/26，学会締め切7/14）詳細は文科の
HP参照.→　News誌，HP，geo-flashに掲
載

６）	東レ科学技術賞および東レ科学技術研
究助成の公募（10/10〆切，学会〆切
8/31）→HP，geo-flash，News誌に掲載

７）	女性科学者に明るい未来をの会より
2017年度 「第38回猿橋賞」受賞候補者の
推薦依頼（11/30〆切）→　News誌，
HP，geo-flashに掲載

８）	高校生技術チャレンジJSEC2015の実施
報告：国内ファイナリスト6件10名を国
際大会に派遣国際大会の結果：ｸﾞﾗﾝﾄﾞｱ
ﾜｰﾄﾞ 2等2件，アメリカ音響学会賞1件

９）	ジオ神奈川：観察会「城ケ島と三崎の
地盤隆起―1923年大正関東地震の地殻
変動」（5/13，後援）の実施報告，参加
者20名

10）	 三浦半島活断層調査会：城ケ島観察会
（5/22，後援）の実施報告，参加者23名
+スタッフ14名．

11）	 第54回アイソトープ・放射線研究発表
会（共催）のプログラムが届いた．

12）	 第20回水環境学会開催のお知らせ（9/26-
28，和歌山大学）

13）	 日本自然史学会役員交代挨拶（会長　
寶　馨氏：京大）

14）	 地盤工学会役員交代の挨拶状（会長村
上章氏任期中）

15）	 糸魚川市長米田徹氏（4期目再選）から
の挨拶状

16）	 公益法人協会より“休眠預金活用に関
するアンケート調査”協力依頼に回答
する．

＜会員＞
１．今月の入会者（38名）
正会員（10名）：有吉慶介，鈴木秀雄，清水
隆一，柳田　誠，牛見龍也，近藤健太郎，竹
田幹郎，山田晃裕，杉田匠平，藤巻三樹雄
院割（25名）：深津裕貴，髙橋一輝，佐沢　
豪，山田来樹，小林未季，横田麻莉，貞本和
志，藤瀬武尊，金子大作，芥川祐樹，梅田侑
子，四宮裕太，有田直矢，増井　充，織田雅
俊，小坂由紀子，鬼丸舜平，滝　俊文，仲田
光輝，元村健人，坂井志緒乃，花本夏輝，
渡邉　駿，堤　康祐，小野藍生
学部割（3名）：河西夏美，内藤美桜，赤木建
斗
２．今月の退会者(正会員　6名）
田中伸明，大出晃弘，久保田充，大塚雅勇，
小林仁弥，大塚　遼
３．今月の逝去者(名誉会員　2名，正会員　
2名）
名誉会員：相原安津夫（4月30日）藤井昭二 
（6月5日）
正会員：吉村典久（6月6日）大矢規夫 （6月8
日）
４．2017年4月末日会員数
賛助：27，名誉：58，正会員：3580（正会
員： 3446，正（院割）会員：129，正（学部
割）会員：5）合計 3655（昨年比 -37）
＜会計＞
 ・	日本地学オリンピック委員会より，平成28
年度活動報告と今年度の協賛金について
依頼があり，協賛金は予算通り30万円とし
た．来年度については，減額も含めて再検
討する．

３．広報部会：広報委員会（坂口・小宮・内
藤）　
 ・	英語版Websiteの充実については，優先度
の高いものから作成作業を進めていく．

４．学術研究部会（岡田・山田）
（1）行事委員会（岡田）
 ・	2017年　愛媛大会の宿泊先について近日
中にgeo-Flashで案内する．

 ・	2018年　北海道（札幌）大会の開催準備状
況について

 ・	2019年　西日本支部，2020年中部支部の大
会については，オリンピック絡みの影響が
出るので日程及び会場の選定は早めに準
備体制をとる．

（2）国際交流委員会（井龍）
 ・	10/23-24　大韓地質学会70周年大会（済州
市）への代表参加（検討中）

（3）JIS，標準担当（中澤）
５．編集出版部会（中澤・田村・小宮）
（1）地質学雑誌編集委員会　(山路編集委員
長，中澤担当)　
１）	編集状況報告（6月10日現在）．
 ・	2017年投稿論文　47編［総説16（和文
16）・論説12（和文12）・報告8（和文7，英
文1）・ノート1（和文1）・講座1（和文1）・
口絵2（和文1，英文1），巡検案内7］査読
中：40，受理済み：26（うち特集号10）

 ・	123巻6月号：125周年記念特集号「構造地
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質学の最近25年の成果と今後の展開（その
1）」+通常原稿2編　89ページ（6/22校了）

 ・	123巻7月号：愛媛大会巡検案内書4コース
分＋通常原稿2編（予定）

 ・	123巻8月号：愛媛大会巡検案内書（予定）
 ・	123巻9号：変成岩特集（予定）
 ・	123巻10月以降：津波特集（予定）
（2）アイランドアーク編集委員会　(田村)　
１）	 IFの低下　1.3→0.837　今後上昇に向け

て対策をとっていく．
２）	編集状況
 ・	Vol.26 Issue2（2017年3月）：一般原稿6編
 ・	Vol.26 Issue3（2017年5月）：井龍特集号5
編 (完結), 一般原稿3編

 ・	Vol.26 Issue4（2017年7月）：特集号5編, 一
般原稿4編

３）オンライン投稿の状況
 ・	過去半年（2017. 1.1 〜 2017.6.2）の投稿数
30件．うち新規投稿24件

４）その他
 ・	5/21例年同様，連合大会にて編集委員会を
開催．

 ・	清川昌一氏より特集号の企画提案．Title: 
Precambrian world: Earth through time，
構成論文数:17編

（3）企画出版委員会（小宮） 　
 ・	査読後の返却以来1年以上を経過した伊豆
大島・三原山探検マップの再投稿があり，
リーフレット企画出版委員会の高清水委員
長に回送．委員会で担当を決め査読に入っ
た．

 ・	ゆめ基金による教材開発の進捗状況につい
て

	 　来年1月の完成を目指して，コンテンツ
の資料収集を行っている．スケジュール的
にはかなりタイトな様子とのコメントあ
り．

６．社会貢献部会（平田・杉田・廣木・辻
森）
 ・	2017年度のジオ散歩について．28名の参
加．問題なく実施でき，参加者からも好評
であった．

 ・	2018年度のジオ散歩について：準備中　
７．ジオパーク支援委員会（平田）
 ・	地震火山こどもサマースクール
	 今年度は，熊本県益城町で開催（募集は，
地元のみ．ゆめ基金への応募なし）．来年
度は，伊豆大島で開催予定（内定段階）

 ・	第30回日本ジオパーク委員会開催（5月21
日，幕張）．

	 今年度の申請については，次の通り決定し
た．ユネスコ世界ジオパーク推薦申請を行
った立山黒部ジオパークについては，現地
審査を見送り推薦しない．日本ジオパーク
認定申請を行った4地域の内，「国引き」と
「十勝岳」の2地域は夏季に現地審査を行
う．「土佐清水」と「那須烏山」の2地域は
現地審査を見送り認定しない．再認定審査
地域は，ユネスコ世界ジオパークでは「山
陰海岸」と「阿蘇」の2地域，日本ジオパ
ークでは，「茨城県北」，「佐渡」，「四国西

予」，「三陸」，「おおいた姫島」，「おおいた
豊後大野」，「三笠」，「桜島・錦江湾」，「と
かち鹿追」と「下仁田」（前回条件付き再
認定）の10地域で，秋季に現地審査を行
う．

 ・	ジオパーク内での地質調査に関すること
について

	 9月の愛媛大会にて，現地地質調査活動へ
の理解を促進するために，JGNとの連携に
ついて検討（ランチョン）を行う．10月
JGNの大会でも会議を行う．

８．地学オリンピック支援委員会（平田）　
 ・	5月19日に本委員会で取りまとめた第９回
日本地学オリンピック予選の問題講評を
地学オリンピック日本委員会に提出．

 ・	5月26日～28日に埼玉県秩父地方にて第11
回国際地学オリンピックフランス大会の
日本代表合宿研修を実施．

 ・	8月7～9日に筑波大学にて日本代表合宿研
修を実施予定．

９．地質災害委員会（松田達生）
 ・	平成29年度総会議事録案（斎藤常務出席）
 ・	防災推進国民大会2017の開催：11/26-27仙
台市国際センター，防災学術連携体シンポ
ジウム「衛星情報・地理情報とイノベーシ
ョン」：学術会議との共催，連携セッショ
ン・ポスターセッション募集締め切り6/30

10．地質技術者教育委員会（山本）
 ・	5/26にJABEEの総会（建築会館ホール）
に出席．認定プログラムは2011-2016年で
501になる．加盟国が増えている中で，日
本のみが再認定辞退が増えている．受審時
の作業負担軽減を求める声が大きい．最初
の認定時教官の退官や対応する若手教官
の不足等が原因とみられる．

11．125周年記念事業実行委員会（緒方，渡
部）
 ・	会員カード作成のため，会員にローマ字表
記確認の広報中（geo-flash,News誌，個別
通知）

 ・	特別講演，記念表彰，フォトコン写真のク
リヤーファイル配布・販売等を検討中．

 ・	次回7/7に委員会を開催予定
12.　県の石支援委員会（辻森）
 ・	県の石出版の進捗状況について報告があ
り，とくに写真について，難しい状況であ
るとのこと．

2017年7月29日
一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事）　渡部芳夫
署名人　執行理事　斎藤　眞

2017年度第2回執行理事会議事録

期日：2017年7月29日（土）　13:00～17：00
場所：地質学会事務局
出席�者：渡部会長　松田副会長（16時退出）　

山本副会長　齋藤常務理事　安藤　緒方　
岡田　坂口　田村　辻森　中澤　杉田　
内藤　西　（事務局）橋辺　

欠席者（委任状提出あり）：小宮　平田　廣
木（渡部）；（委任状なし）山田
＊�定足数（12，委任状含む）に対し，出席者
14名，委任状　3名，合計17名の出席． 
＊�前回議事録の承認

Ⅰ　審議事項　　 
１．地質学雑誌の投稿編集出版規則改正につ
いて（中澤）
 ・	著者多数文献の文献欄での略し方：「著者
が11名以上・・・」を現規則（H4-2）に
追加する件について，編集委員会案を詳細
を検討した．次回の執行理事会で修正案を
提案する．

２．ジオルジュの出版のあり方について（継
続審議，坂口）
 ・	フリーペーパーとして配布する際の取次
先確保として，平田理事にジュンク堂書店
池袋本店を紹介してもらった．交渉の結
果，同店で11月のプックフェア・イベント
に地質系推薦書籍コーナーを設けるので，
フリーペーパーとして最新号とバックナ
ンバーを置かせてもらうこととなった．ま
た，スポンサー確保のため，数社に打診中
である．

 ・	来年度以降の出版方針について，11月頃ま
で（2018年5月出版作業開始期）に検討す
ることを確認した． 

３．geo-Flashの取り扱いについて（斎藤）　
 ・	掲載のルールについて，広報担当からあら
ためて提案する．

４．９月理事会の議案
 ・	地質学雑誌の投稿編集出版規則改正につ
いて

 ・	ジオルジュの出版について
 ・	geo-Flashへの記事の掲載方針について
５．その他

Ⅱ　報告事項
１．全体的報告
１）	一家に1枚ポスターは，県の石が一次審

査を通過し，二次審査用書類を提出し
た．一般の意見募集を経て上位4位に選
出されればヒアリングの後，決定の可
否となる．意見募集（投票）は7月27日
～8月13日まで各地の科学館・博物館等
で実施されるので，Geo-flash等で会員
にも知らせる．

２）	選挙管理委員は，前回の執行理事会で
推薦された次の５名の方々に決定した．

	 上田正人（中央開発），柿崎喜宏（明
大），上栗伸一（茨城大教育）， 佐藤智之
（GSJ），佐藤峰南（JAMSTEC）

 ・	第１回の選挙管理委員会を7/25に開催し，
委員長には佐藤智之氏を選出した．

・選挙の告示をNews誌９月号に掲載するた
めの準備を行った．Geo-flashへ掲載

３）	「地質の日」の記念日登録に関し，記念
日協会の要請にもとづき「記念日登録
確認書」を提出した．

４）中部支部（大藤支部長）と応用地質学会
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中部支部（吉田英一支部長）が相互の学
術，技術の連携に関して7/25に正式に覚
書を交わしたとの報告があった．

５）	新企画出版物について
	 土屋　健会員より新企画出版について説

明があった．
６）	資源エネルギー庁より，放射性廃棄物の

最終処分に関する「科学的特性マップ」
公表についての連絡があった．geo-
Flashを通じて会員にも知らせることと
した．

２．運営財政部会：総務委員会  （緒方・西）
＜共催・後援依頼，他団体の募集等＞　
１）	海底火山研究国際シンポジウム（国立科

学博物館・地質学会共催）のプログラム
が決定→HP，geo-flash，News誌に掲載

２）	環境地質部会より，「水環境の恩恵と千
葉県」（NPO日本地質汚染審査機構主催）
を後援した旨報告があった．

３）	朝日新聞社主催の第15回高校生科学技術
チャレンジ（JSEC2017）の後援依頼を
承諾した．

４）	第18回子供のためのジオカーニバル企画
委員会より（代表者　廣木義久，11/4-
5，大阪市）の後援名義使用依頼を承諾
した．　

５）	朝日新聞文化財団より朝日賞の推薦依頼
（〆切8/25，学会〆切8/10）→HP，geo-
flash，News誌に掲載

６）	沖縄協会より「第39回沖縄研究奨励賞」
の公募（7/15-9/30,学会〆切9/10） →HP, 
geo-flash, News　掲載

７）	藤原ナチュラルヒストリー振興財団よ
り，学術研究助成の募集，今年度は「地
学・植物」，１件当たり30～100万円，研
究期間2018/4/1から１年間，応募〆切
9/1→ HP,geo-flash,News誌に掲載

８）	東京大学海洋研究所より，学術研究船
「白鳳丸」の平成29年度実施の研究航海
に参加して実施する小規模研究募集（期
限9/9），および,東北海洋生態系調査研
究船新青丸共同利用の公募（期限9/9）
→HP，geo-flashに掲載

９）	会社役員変更の挨拶：賛助会員石油資源
開発㈱（会長渡辺修氏，社長岡田秀一氏
ほか）

10）	 山田科学財団新理事長（江尻宏泰氏），
東レ科学振興会新会長・専務理事（日覚
昭廣氏・紙野憲三氏）挨拶状

11）	 学協会役員変更の挨拶：土木学会（新会
長大石久和氏ほか），無機マテリアル学
会会長（坂井悦郎氏ほか）

＜会員＞　
１．今月の入会者（43名）
正会員（14名）：三五大輔，岩森暁如，照沢
秀司，潮崎翔一，花島裕樹，甲斐謙二，長田
朋 大， 今 山 武 志，Toy Virginia，BOLD 
Uyanga，佐藤琢哉，池田　潤，Czertowicz 
Thomas，塩崎一郎
院割（24名）：鈴木敬介，髙橋啓太，原田隆
弘，望月健太，四坂駿弥，鈴木和規，駒井美

穂，椙﨑翔太，小川琴奈，太田章裕，佐藤
光，中澤文華，藤田耕太郎,今西祐貴，松本
廣直，山本克志，大木耀成，本橋銀太，梅田
隆之介，吉原　遥，河原畑智朱，NDOSSY 
David，松澤ひかり，戸澤茉莉花
学部割（5名）：西島拓海，吉田　宏，三宅裕
子，寺田周平，山本啓介
２．今月の退会者・逝去者　　なし
３．2017年6月末日会員数
賛助：28，名誉：57，正会員：3615（正会
員： 3450，正（院割）会員：157，正（学部
割）会員：8）合計 3700（昨年比 -22）
＜会計＞
 ・	昨年輸入したGeology of Japanの輸入消費
税について，UKの運送会社との間で多少
問題が生じている．現在，Wallis会員が窓
口となって折衝中であるが，日本国内の消
費税なので結果としてこちらが支払うこ
とも，やむを得ないと思われる．

３．広報部会：広報委員会（坂口・小宮・内
藤）
４．学術研究部会（岡田・山田)
（１）行事委員会（岡田）
１）	愛媛大会発表申込数553件（口頭321，

ポスター 232）(例年並みに達している)．
中高生の発表22件，プレスリリースの
希望数件

２）	 LOCからCPDが申請できることを案内
するように要請する．

３）地球惑星連合のプログラム委員として，
岡田誠，板木拓也の両会員を推薦した．

（２）国際交流委員会（井龍）
 ・	大韓地質学会70周年への訪問者（会長が井
龍理事と協議する）

（３）JIS，標準担当（中澤：代斎藤）
（４）その他
５．編集出版部会（中澤・田村・小宮）
（１）地質学雑誌編集委員会　(山路編集委員
長，中澤担当)　
１）編集状況報告（7月15日現在）
 ・	2017年投稿論文　64編［総説20（和文
20）・論説23（和文23）・報告10（和文9，
英文1）・ノート1（和文1）・講座1（和文
1）・口絵2（和文1，英文1），巡検案内7］　
査読中：56，受理済み：25（うち特集号9）

 ・	123巻7月号：愛媛大会巡検案内書（4編）
+通常原稿2編　125ページ（7/31発送予定）

 ・	123巻8月号：愛媛大会巡検案内書（3 or 4
編）+通常原稿2 or 3編（入稿準備中）

 ・	123巻9月号：125記念特集「日本の変成岩
研究の進展と展望」＋通常原稿

２）	オープンファイル（電子付録）のファ
イル形式について

	 pdf以外の形式も認める方向で検討中．
（２）アイランドアーク編集委員会　(田村)　
１）編集状況
 ・	Vol.26 Issue2（2017年3月）：一般原稿6編
 ・	Vol.26 Issue3（2017年5月）：井龍特集号5
編 (完結), 一般原稿3編

 ・	Vol.26 Issue 4 (2017年7月): 特集号5編, 一
般原稿4編

 ・	Vol.26 Issue 5 (2017年9月): 特集号5編, 一
般原稿7編 予定

２）	オンライン投稿の状況　
３）	 IFが減少したことについて，今後対応

策を検討していく．
（３）企画出版委員会（小宮)　
 ・	伊豆大島・三原山探検マップの再投稿原稿
について，リーフレット企画出版委員会の
高清水委員長より査読結果が報告され，修
正を著者らに要請することにした．現在，
小宮理事不在のため確認が取れていない
が，このまま著者らに返信してもよいか．

 ・	ゆめ基金による教材開発の助成金の概算
払い（600万円）を請求した．

６．社会貢献部会（平田・杉田・廣木・辻
森）
 ・	街中ジオ散歩（2018/5/13神奈川県川崎市
生田付近で実施の予定）の準備進捗状況報
告

７．ジオパーク支援委員会（平田）
　とくになし　
８．地学オリンピック支援委員会（平田）　
とくになし
９．地質災害委員会　(松田達生)　
　とくになし
10．地質技術者教育委員会（山本）
　とくになし
11．125周年記念事業実行委員会（緒方，渡
部）
 ・	7/7委員会開催．記念講演，125年の歴史，
記念表彰（10団体，個人）等について検討
している．

12．県の石支援委員会（辻森）
 ・	県の石出版プロジェクト
	 文一総合出版と井龍委員長の具体的な出
版についての話し合いが行われ，タイト
ル，レイアウト，図の著作権，契約書等の
検討を行った．

2017年9月29日
一般社団法人日本地質学会執行理事会

会　長（代表理事）　渡部芳夫
署名人　執行理事　斎藤　眞

16-20_学会記事.indd   20 17/10/25   15:22



地質学雑誌　第123巻　第10号（通巻1465号）付録　平成29年10月15日発行（毎月1回15日発行）

日本地質学会News
Vol.20  No.10  October  2017

00_表01-04.indd   2 17/10/25   15:20



　ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140−8−28067
　40号以前の論集については，一部在庫がございます．院生・学生４割引，正会員２割引で販売しております．ご希望の方
は学会事務局までお問い合わせ下さい．No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 40 号　�中央構造線のネオテクトニクス—その意義と問題点—．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒350円
第 41 号　�中部九州後期新生代の地溝．長谷義隆ほか編，192pp., 1993年６月刊，会員頒価3,100円，〒300円　
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒350円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒350円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 45 号　�シーケンス層序学—新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒300円
第 47 号　日高地殻—マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒350円
第 48 号　�Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan—　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒350円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒350円
第 50 号　�構造地質　特別号—21世紀の構造地質学にむけて—．狩野謙一ほか編，（売り切れました）
第 51 号　�地震と地盤災害—1995年兵庫県南部地震の教訓—．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 52 号　�オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 53 号　�本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900 

円，〒360円
第 54 号　�タフォノミーと堆積過程—化石層からの情報解読—小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒350円
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒350円
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 58 号　�地震イベント堆積物—深海底から陸上までのコネクション—藤原　治ほか編，（売り切れました）
第 59 号　�沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒350円

 リーフレットシリーズ
　大地の動きを知ろう—地震・活断層・地震災害—　1995年４月発行　会員頒価200円（非会員300円）
　大地のいたみを感じよう—地質汚染Geo−Pollutions 1997年２月発行　会員頒価200円（非会員300円）
　大地をめぐる水—水環境と地質環境—　2001年５月発行　会員頒価300円（非会員400円）
　日本列島と地質環境の長期安定性　2011年発行　会員頒価500円（非会員600円）

 地質リーフレットたんけんシリーズ（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）
　１．箱根火山たんけんマップ—今、生きている火山　2007年５月発行　会員頒価300円
　２�．屋久島地質たんけんマップ—洋上アルプスは不思議な地質がいっぱい—　2009年３月発行　会員頒価300円
　３�．城ヶ島たんけんマップ—深海から生まれた城ヶ島—　2010年９月発行　会員頒価300円
　４�．富士山青木ヶ原溶岩のたんけん—樹海にかくされた溶岩の不思議—　2014年３月発行　会員頒価300円
　５�．長瀞たんけんマップ—荒川が刻んだ地球の窓をのぞいてみよう—　2016年２月発行　会員頒価300円

 地質リーフレットシリーズ
　１．箱根火山　2007年７月発行　会員価格1,000円（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）

 下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

 電子書籍シリーズ
　地学を楽しく！：ジオパーク・ジオツアー・地学オリンピック　　2013年12月発行　［Kindle版/PDF版］　定価1,380円

 講演要旨集ほか
　第118年見学旅行案内書（2011年水戸）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第117年学術大会講演要旨（2010年富山）	 会員頒価4,000円，〒500円
　第117年見学旅行案内書（2010年富山）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第116年見学旅行案内書（2009年岡山）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第115年見学旅行案内書（2008年秋田）	 会員頒価2,500円，〒500円
　※�このほか，大会講演要旨は，2002年新潟，2003年静岡，2004年千葉，2006年高知，2007年札幌，見学旅行案内書は，

2004年千葉，2005年京都に残部があります．

フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．
クリアファイル：学会創立125周年記念オリジナル．A4対応両面カラー．3枚１セット500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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日本地質学会会員の皆様へ 特別割引販売のお知らせ 

 

日本地質学会編集 日本地方地質誌 ＜全８巻完結＞ 

『日本地方地質誌』刊行委員会 刊行委員長：加藤碵一 副刊行委員長：高橋正樹 

第 8 回配本 2．東北地方 712 頁，口絵 6 頁 （10 月上旬刊行） 
編集委員長：吉田武義 

 

定価 29,160 円（税込）を会員特別割引価格 25,500 円（税・送料込） 

 

日本地質学会会員の皆様に日本地方地質誌を特別割引価格で販売をいたします．お申し込みは，下記用紙に

て直接朝倉書店までお願いいたします．       日本地質学会「日本地方地質誌」刊行委員会 
 

事務手続き代行：株式会社 朝倉書店 
[問い合せ先] 〒162-8707 東京都新宿区新小川町 6-29 

 株式会社 朝倉書店 編集部：千葉 Tel.03-3260-1963 

[お申し込み] 本ページをコピーのうえ，ファクシミリまたは郵送にて上記までお送り下さい． 

[お支払方法] 振替用紙を送付いたします．入金確認後，書籍をお送りいたします． 

注意：会員特別割引は，一般書店・大学生協ではご利用できません． 

-------------------------------------------------------------------------------- 

会 員 特 価 申 込 み 書 

 

Fax No.03-3268-1376  朝倉書店編集部 千葉 行 
 

日本地方地質誌 １．北海道地方   会員特価 24,700円（本体 26,000円＋税）         冊 

 

日本地方地質誌 ２. 東北地方    会員特価 25,500円（本体 27,000円＋税）         冊 

 

日本地方地質誌 ３．関東地方    会員特価 24,700円（本体 26,000円＋税）         冊 

 

日本地方地質誌 ４．中部地方    会員特価 23,200円（本体 25,000円＋税）         冊 

 

日本地方地質誌 ５．近畿地方    会員特価 21,100円（本体 22,000円＋税）         冊 

 

日本地方地質誌 ６．中国地方    会員特価 23,200円（本体 25,000円＋税）         冊 

 

日本地方地質誌 ７．四国地方    会員特価 25,600円（本体 27,000円＋税）         冊 

 

日本地方地質誌 ８．九州・沖縄地方 会員特価 24,700円（本体 26,000円＋税）         冊 

 

 

お名前： 

 

ご送付先：〒    -       

 

ご所属： 

 

tel.                                   fax. 

 

備考：公費等の場合は，請求先・必要書類をお知らせ下さい． 
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